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唐
代
詩
人
新
疑
年
銀

山

-
殿
造

･
王
之
換

･
貫
至

･
頁
島

･
韓
僅

･
韓
愈

･
貫
休

･

牛
僧
琵

･
元
結

･
元
程

･
権
徳
輿

･
高
適
-

植

木

久

行

序

近
年
'
唐
代
詩
人
の
伝
記
研
究
は
t
と
-
に
中
国
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い
.
こ
れ
は
従
来
t

T
般
に
依
拠
さ
れ
て
き
た
聞

l
多

｢
唐
詩

1

2

大
系
｣

(『聞
l
多
全
嵐
』
四
所
収
)
に
記
す
詩
人
の
生
没
年
に
'
誤
り
や
臆
測
の
多
い
こ
と
が
し
だ
い
に
認
識
さ
れ
て
き
た
こ
とV
を
主
因
の

7
つ
と
す
る
｡
詩
人
の
生
没
年
を
中
心
と
し
た
伝
記
研
究
の
専
著
と
し
て
'
停
旋
環

『唐
代
詩
人
叢
考
』
(中
華
書
局
'
l
九
八
〇
年
)'

譜

優
学

『唐
詩
人
行
年
考
』
(四
川
人
民
出
版
社
'
一
九
八
一
年
)'

王
達
津

『唐
詩
叢
考
』
(上
海
古
語
出
版
社
'
一
九
八
六
年
)'

羅
聯
添

『唐

代
詩
文
六
家
年
譜
』
(学
海
出
版
社
'
一
九
八
六
年
)
な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
刊
行
さ
れ
た
｡
他
方
'
上
掲
の
著
書
以
外
の
詩
人
年
譜
や
'
伝
記

研
究
の
論
文

･
著
書
の
名
称
は
'
楊
殿
均
編

『中
国
歴
代
年
譜
総
録
』
(書
目
文
献
出
版
社
'

一
九
八
〇
年
)
と
'
そ
れ
を
補
足
す
る
楊
殿
均

輯

｢
『中
国
歴
代
年
譜
総
録
』
続
錠
｣
(『文
献
』
十
三
輯
t
l
九
八
二
年
)'
お
よ
び
播
樹
広
編

｢
唐
代
作
家
年
譜
総
録
｣
(『唐
代
文
学
研
究
年

鑑
』

一
九
八
五
年
版
'
一
九
八
七
年
刊
所
収
)
に
よ
っ
て
'
ほ
ぼ
そ
の
大
要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
｡
も
ち
ろ
ん
'
前
掲
の
三
種
に
は
'
台

湾
や
日
本
に
お
け
る
研
究
成
果
は
'
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
た
と
え
著
録
さ
れ
た
文
献
で
あ

っ
て
も
'

『東
洋
学
文
献
類
目
』
や

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

『中
国
語

･
朝
鮮
語
雑
誌
目
録
』
な
ど
に
見
え
な
い
も
の
が
少
な
-
な
い
現
在
へ
近
年
の
新
し
い
成
果
の
全
貌
を
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把
握
し
て
'
ひ
と
つ
ひ
と
つ
そ
の
適
否
を
検
討
す
る
こ
と
は
'
か
な
り
至
難
の
わ
ざ
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
筆
者
は
､
松
浦
友
久
編

『校
注

唐
詩
解
釈
辞
典
』
(大
修
館
書
店
､

一
九
八
七
年
)
の
な
か
で
'

｢
唐
詩
年
表
｣
の
編
纂
に

従
事
し
た
｡
こ
の
と
き
'
当
時
入
手
し
え
る
資
料
を
中
心
に
'

｢
年
譜
類
目
録

(稿
)
｣
を
作
成
し
た
｡
そ
の
さ
い
痛
感
し
た
こ
と
は
'
唐

詩
の
研
究
者
で
あ

っ
て
も
'

一
部
の
関
心
あ
る
詩
人
を
除
い
て
は
､
伝
記
研
究
の
新
し
い
成
果
を
あ
ま
り
知
ら
ず
､
つ
ぎ
つ
ぎ
と
提
出
さ

れ
る
新
説
の
適
否
に
つ
い
て
も
う
そ
の
論
拠
を
ひ
と
と
お
り
検
討
し
た
有
益
な
文
献
は
'
管
見
の
お
よ
ぶ
か
ぎ
り
絶
無
に
近
い
｡
中
国
の

研
究
者
に
よ
る
新
説
に
は
見
る
べ
き
成
果
も
多
い
が
'
同
時
に
ま
た
'
新
説
を
軽
率
に
提
出
し
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
｡
こ
の
た
め
､
現
時

点
に
お
い
て
'
入
手
し
え
る
資
料
に
も
と
づ
い
て
､
詩
人
の
生
卒
年
代
だ
け
で
も
､
そ
の
論
拠
の
信
潰
性
を
検
討
し
て
お
-
こ
と
が
強
-

要
望
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
'
研
究
は
年
ご
と
に
進
展
し
､
関
係
資
料
も
増
加
す
る
｡
し
か
し
'
伝
記
研
究
の
新
た
な
発
展
の

た
め
に
は
'
現
時
点
で
の
諸
説
の
整
理
と
論
拠
の
確
認
が
急
務
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
｡

こ
う
し
た
観
点
に
立
ち
'
筆
者
は
唐
代
の
詩
人
に
対
し
て
'
そ
の
生
没
年
代
の
論
拠
資
料
を
整
理
し
'
諸
説
の
異
同
を
検
討
し
っ
つ
'

い
さ
さ
か
私
見
を
加
え
た
｡
た
だ
こ
の
'
い
わ
ば
新
疑
年
録
の
作
成
に
は
､
か
な
り
多
-
の
時
間
と
紙
幅
が
必
要
と
な
る
た
め
､
基
本
的

に
は
詩
人
名
の
五
十
音
順
に
従
い
つ
つ
も
う
ひ
と
ま
ず
整
理
と
検
討
を
完
了
し
た
詩
人
か
ら
順
次
発
表
し
て
い
き
た
い
｡
な
お
'
現
代
中

国
語
で
書
か
れ
た
論
文
の
場
合
う
そ
の
論
拠
を
わ
か
り
や
す
-
す
る
た
め
に
'
論
旨
を
そ
こ
な
わ
な
い
程
度
に
'
適
宜
'
補
足
を
加
え
た

り
'
節
略
を
試
み
た
り
し
て
訳
出
し
て
い
る
点
を
了
解
い
た
だ
き
た
い
｡

〔

〕
の
記
号
は
､
こ
う
し
た
筆
者
の
補
足
を
あ
ら
わ
す
｡

ち
な
み
に
'
続
稿
で
は
'
葦
応
物

･
葦
荘

･
王
維

･
王
勃

･
王
建
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
予
定
で
あ
る
｡

注

3

本
稿
で
は
'
生
活
･
読
書
･
新
知
≡
聯
書
店
､

l
九
八
二
年
再
版
を
用
い
る
｡

何

年
仲
勉

｢
貿
島
詩
註
与
貿
島
年
譜
｣
(『学
原
』
第

一
巻
第
八
期
t
l
九
四
七
年
)
に
は
'
聞
一
多

｢全
唐
詩
人
生
卒
年
考
｣
稿
本
に
つ
い
て
'
｢聞
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氏
之
推
測
､
度
不
外
依
拠
個
人
交
際
或
登
第
時
代
来
情
計
'
但
須
知
結
交
許
是
忘
年
'
窮
通
最
難
臆
料
'
其
能
十
而
中
一
老
鮮
臭
｣
と
評
さ
れ
る
｡

3

度

違

○
生
年
未
詳
-

玄
宗
天
宝
二
年
葵
末

(七
四
三
)
ご
ろ
没
?

享
年
未
詳
｡

厳
達
の
生
没
年
は
､
従
来
､
未
詳
で
あ
る
｡
聞

一
多

｢唐
詩
大
系
｣

で
は
'
七
〇
九
-
七
四
八
?

と
す
る
が
'
確
証
は
な

い
ら

し

い
｡
今
日
'
唐
の
丙
挺
章
編

『
国
秀
集
』
巻
中
に
'
王
経
の

｢
送
殿
四

〔造
〕
葬
｣
(
｢笑
段
造
｣
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
作
品
)
が
収
め
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
'
厳
達
は
少
-
と
も
天
宝
三
載

(七
四
四
)
以
前
に
没
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
と
い
う
の
は
'
『
国
秀
集
』

の
選
詩
範
囲
は
'
開
元
年
問
か
ら
天
宝
三
我
ま
で
の
期
間
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

(楼
頴
の
序
)0

歴
遊
の
没
年
に
つ
い
て
は
'
陳
鉄
民

｢
儲
光
義
生
平
事
跡
考
弁
｣
(『文
史
』
十
二
輯
'

一
九
八
一
年
)
の
な
か
で
'

ヽ
ヽ
ヽ

マ
マ
ハけ

①

『
唐
詩
紀
事
』
巻

一
七
に
'

｢
天
宝
間
'
終
於
忠
王
府
曹
参
軍
｣
と
あ
る
｡

②

『
国
秀
集
』
の
な
か
に
'
王
維
作

｢
送
殿
四
葬
｣
詩
を
収
め
る
｡

の
二
点
に
よ
っ
て
'
殿
蓬
は
天
宝
元

･
二

･
三
我
の
間
に
没
し
た
は
ず
で
あ
る
と
し
'
同
論
文
に
付
す
年
表
に
は
'
天
宝
二
年

(七
四
三
)

に
繋
年
す
る
｡

他
方
'
王
従
仁

｢
雑
考
二
則
｣
(『唐
代
文
学
論
叢
』
一
九
八
二
-
こ

の
う
ち
の
'
｢
殿
造
生
卒
年
及
里
貫

･
仕
履
考
略
｣
で
も
'
陳
鉄
民

と
同
じ
論
拠
に
よ
っ
て
'
天
宝
二
年
ご
ろ
没
と
推
測
す
る
｡
王
従
仁
の
論
文
で
は
'
生
年
に
対
し
て
も
新
説
を
提
出
し
て
い
る
｡
殿
蓬
の

生
年
は
'
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
､

マ

マ

2

ヽ
ヽ

①

孟
浩
然

(儲
光
義
の
誤
射
)
の

｢
同
王
十
三
維
突
殿
造
｣

詩
に
'

｢
生
理
無
不
尽
'
念
君
在
中
年
｣
と
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

②

王
維

｢
突
殿
造
｣
詩
に
'

｢
慈
母
未
及
葬
､

1
女
綾
十
齢
｣
と
あ
る
O
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の
二
点
に
も
と
づ
い
て
'
殿
蓬
の
没
時
を
四
十
歳
ご
ろ
と
臆
測
し
'
そ
の
生
年
は
没
年

(天
宝
二
年
ご
ろ
)
か
ら
逆
算
し
て
七

〇
〇
年
ご
ろ

と
し
た
｡

こ
の
王
従
仁
の
憶
測
に
よ
れ
ば
'
聞

一
多
説
よ
り
も
九
年
早
-
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
｡
た
だ
し
'
論
拠
と
な
る

｢
中
年
｣
の
語
自
体

3

は
'
か
な
り
幅
の
あ
る
用
敵
を
も
ち
'
鹿
追
の
没
時
'

1
人
娘
が
わ
ず
か
に
十
歳
で
あ

っ
た
と
い
う
表
現
も
'
生
年
を
確
定
す
る
有
効
な

決
め
手
に
は
な
ら
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'
七

〇
〇
年
ご
ろ
の
生
ま
れ
と
す
る
王
従
仁
の
説
は
'
現
在
の
と
こ
ろ
へ
参
考
程
度
に
と
ど
め
お

-
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
陳
鉄
民

･
王
従
仁
両
氏
の
没
年
推
定
の
有
力
な
論
拠
と
な
る

『
唐
詩
紀
事
』
の
｢
天
宝
間
へ
終
於
忠
王
府

〔倉
〕
曹
参
軍
｣

の
文
に
は
'
じ
つ
は
問
題
が
あ
る
｡
布
目
潮
流

･
中
村
喬

『
唐
才
子
伝
之
研
究
』
(汲
古
書
院
)
で
は
'

忠
王
は
t
の
ち
の
粛
宗
で
'
忠
王
に
は
開
元
十
五
年

(七
二
七
)
に
封
ぜ
ら
れ
た

(旧

〔唐
書
〕
巻

一
〇
㌧
新

〔唐
書
〕
巻
六

粛
宗
紀
)
0

し
か
し
開
元
二
十
六
年
に
太
子
と
な

っ
て
い
る
か
ら
'
天
宝
間
の
こ
と
で
は
な
い
は
ず
｡

と
指
摘
す
る

(
二
二
八
頁
)｡
と
す
れ
ば
へ
そ
の
没
年
の
上
限
は
や
や
流
動
化
し
て
こ
よ
う
｡
こ
の
点
は
'
今
後
充
分
検
討
す
る
余
地
が
あ

り
へ
没
年
自
体
も
や
や
沸
る
可
能
性
が
あ
る
｡

(3)(2)(1)

注

ヽ

『新
唐
書
』
巻
六
〇
㌧
芸
文
志
'
包
融
詩
の
条
の
注
に
'

｢忠
王
府
倉
曹
参
軍
歴
造
｣
と
あ
る
｡

儲
光
義
に
は
'
さ
ら
に

｢新
豊
作
胎
殿
田
校
書
｣
詩
が
あ
る

(『全
唐
詩
』
巻

二
二
八
)0

た
と
え
ば
'
播
岳
の

｢夏
侯
常
侍
課
｣
(『文
選
』
巻
五
七
)
で
は
'
田
十
九
歳
没
の
夏
侯
湛
の
こ
と
を

｢中
年
院
卒
｣
と
す
る
｡

S

王
之
湊

○
則
天
武
后
垂
洪
四
年
戊
子

(六
八
八
)
生
1

天
宝
元
年
壬
午

(七
四
二
)
没
'
享
年
五
十
五
歳
｡
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〔論

拠
〕

き
ん
のう

天
宝
二
年

(七
四
三
)
に
成
る
'
河
南
府
永
寧
県
尉
'
斬
能
撰

｢
唐
散
文
安
郡
文
安
県
大
原
王
府
君
墓
誌
銘
並
序
｣
に
､

｢
以
天
宝
元
年

二
月
十
四
日
毒
疾
'
終
於

〔文
安
県
〕
官
舎
｡
春
秋
五
十
有
五
｣
と
あ
る
｡
生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
｡

〔備

考
〕

1

斬
胞
の
墓
誌
銘
の
全
文
は
t
等
仲
勉

の

｢
続
貞
石
証
史
｣
(
『歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
十
五
本

〔
一
九
四
八
年
〕t
の
ち
'
『金
石
論
叢
』
〔上

海
古
籍
出
版
社
'

一
九
八

一
年
〕
に
再
録
)

｢
王
之
換
誌
｣
の
条
の
な
か
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
'
長
-
不
明
で
あ

っ
た
王
之
浜
の
生
没
年
が
よ

う
や
-
確
定
し
た
｡

の
ち
'
そ
の
墓
誌
銘
は
'
樽
旋
堤

｢
斬
能
所
作
王
之
換
墓
誌
銘
扱
｣

(『唐
代
詩
人
叢
考
』
所
収
)
の
な
か
に
'
文
字
の

一
部
を
訂
正
し
て
再
録
さ
れ
た
｡
か
-
て
'

『
唐
詩
紀
事
』
巻
二
六
㌧
王
之
漁
の
条
に
'

｢
天
宝
聞
入
｣
と
あ
る
の
ほ
'
天
宝
元
年

の
死

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
､
不
適
切
で
あ
り
'
聞

1
多

｢
唐
詩
大
系
｣
の

｢
六
九
五

-
?
｣
説
も
､
も
ち
ろ
ん
誤
り
で
あ
る
｡

注

出
斬
能
の
事
跡
に
つ
い
て
'
樽
麓
環
の
前
掲
論
文
で
は
'
『冊
府
元
亀
』
巻
六
四
三
㌧
頁
学
部
'
考
試

l
の
記
述
に
も
と
づ
き
'
開
元
二
十
九
年

(七

四

一
)'
｢明
四
子
科
｣
に
及
第
し

(『豊
科
記
考
』
巻
九
も
同
じ
)'
そ
れ
で
河
南
府
永
寧
県
尉
を
授
か
っ
た
と
す
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
馬
茂
元

｢
王
之
換
生
平
考
略
｣
で
は
'
『唐
詩
紀
事
』
巻
二
〇
㌧
王
冷
然
の
条
に
引
く
冷
然
の

｢
上
相
国
燕
公

〔張
説
〕
書
｣
に
も
と
づ
い
て
'
開
元
年
問
'

裏
州
刺
史
で
あ
っ
た
と
し
'
天
宝
年
間
の
初
め

〔墓
誌
銘
執
筆
時
〕
に
永
寧
県
尉
で
あ
る
の
は
'
お
そ
ら
-
左
遷
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
す
る

(『晩
照
楼
論
文
集
』
〔上
海
古
語
出
版
社
'

一
九
八

一
年
〕
に
収
め
る

｢唐
詩
札
叢
｣)｡
今
'
に
わ
か
に
両
説
の
適
否
を
定
め
が
た
-
'
二
説
を
併

記
す
る
｡

伺

貰

至

○
玄
宗
開
元
六
年
戊
午

(七
l
八
)
生
1

代
宗
大
暦
七
年
王
子

(七
七
二
)
没
'
享
年
五
十
五
歳
｡

〔論

拠
〕
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『新
唐
書
』
巻

l
l
九
㌧
票
曽
伝
の
付
伝
に
'

｢
〔大
暦
〕
七
年
'
以
右
散
騎
常
侍
卒
'
年
五
十
五
｣
と
あ
る
｡
生
年

は
享

年

か
ら
逆

算
｡〔備

考
〕

『
旧
唐
書
』
巻

1
九

〇
中
'
文
苑
伝
中
の
頁
至
の
条
に
は
'

｢
〔大
暦
〕
五
年
'
転
京
兆
戸
'

兼
御
史
大
夫
'
卒
｣

と
あ
る
.
前
引
の

『新
唐
書
』
に
よ
れ
ば
'
文
中
の

｢
大
暦
五
年
｣
は
'
貿
至
の
没
年
を
明
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
｡
ち
な
み
に
'

『唐
詩

紀
事
』
巻
二
二
㌧
頁
至
の
条
に
は
'

｢
大
暦
中
'
位
右
散
騎
常
侍
'
卒
｣
と
あ
る
｡

印

箕

島

○
代
宗
大
暦
十
四
年
己
未

(七
七
九
)
生
-

武
宗
会
昌
三
年
英
亥

(八
四
三
)
没
'
享
年
六
十
五
歳
｡

〔論

拠
〕

‖川

頁
島
の
没
し
た
翌
年
に
成
る
蘇
経
の

｢唐
故
司
倉
参
軍
票
公
墓
鍬
｣
(『唐
人
八
家
詩
』
本

〔汲
古
閣
版
〕
に
収
め
る
『長
江
集
』
所
引
に
よ
る
)

に
'

｢会
昌
英
亥
歳

〔三
年
〕
七
月
二
十
八
日
'
終
於
郡

〔普
州
〕
官
舎
｡
春
秋
六
十
有
五
｣
と
あ
る
｡
生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
｡

〔備

考
〕

ヽ

『
全
唐
文
』
巻
七
六
三
に
収
め
る
蘇
韓
の

｢
貿
司
倉
墓
誌
銘
｣
に
は
'
享
年
の
部
分
を

｢
春
秋
六
十
有
四
｣
に
作
り
'
前
掲
の

｢
六
十

ヽ

有
五
｣
と
は
異
な

っ
て
い
る
｡
琴
仲
勉

｢
頁
島
詩
註
与
貿
島
年
譜
｣
(『学
原
』
第
一
巻
第
八
期
'

一
九
四
七
年
所
収
)
に
よ
れ
ば
'
道
光
十
六

ヽ

年

『安
岳
県
志
』
巻
六
や
'
乾
隆
元
年

『
四
川
通
志
』
巻
四
四
に
収
め
る
墓
誌
も
'
と
も
に

｢
春
秋
六
十
有
四
｣
に
作
る
と
い
う
｡
し
た

ei-

が

っ
て
享
年
を
六
十
四
歳
と
す
る
説
も
'
当
然
生
じ
て
-
る
わ
け
で
あ
る

｡

し
か
し
'

『新
唐
書
』
巻

一
七
六
㌧
韓
愈
伝
に
付
す
頁
島
の
条
に
は
'

｢会
昌
初
'
以
普
州
司
倉
参
軍
'
遷
司
戸
｡
未
受
命
卒
｡
年
六
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十
五
｣

(中
華
書
局
標
点
本
)
と
あ
る
た
め
'
や
は
り

｢
春
秋
六
十
有
五
｣
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
｡
李
嘉
言
の

｢
頁
島
年
譜
｣

(『長
江
集
新
校
』
所
収
)
は
'
こ
れ
に
従
う
｡

3

ち
な
み
に
､
『新
唐
書
』
前
引
の

｢
末
受
命
卒
'
年
六
十
五
｣
の
年
齢
の
表
記
は
'
清
代
の
殿
版
な
ど
に
は
'
｢
年
五
十
六
｣
に
作
るv
o

か
-
て
'
貢
島
の
生
没
年
を

｢
七
八
八
1
八
四
三
｣
と
す
る
説
も
生
じ
て
-
る

(清
の
呉
修

『続
疑
年
録
』
'
董
克
夫

『歴
代
名
人
年
里
碑
伝
総

4表』
な
ど
)｡
し
か
し
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
李
嘉
言
の

｢
貢
島
年
譜
｣
に
､

①

首
納
本
に
は
'
享
年
を

｢
六
十
五
｣
に
作
る
｡

②

前
掲
の
蘇
総
の
墓
誌
に

｢
六
十
有
五
｣
と
あ
る
｡

の
二
点
に
も
と
づ
い
て
'
殿
版
の

｢
年
五
十
六
｣
は

｢
年
六
十
五
｣
の
誤
倒
で
あ
る
'
と
見
な
す
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
点
の

傍
証
と
し
て
t
等
仲
勉
の
前
掲
論
文
や
､
王
達
津

｢
関
干
貿
島
｣
(『唐
詩
叢
考
』
所
収
)
で
は
'

5

6

京
島
の

｢
黄

〔皇
〕
子
肢
上
韓
吏
部

〔愈
〕｣
詩

(長
慶
四
年

〔八
二
四
〕
侮
)
に
､

｢
石
楼
云

一
別
､
二
十
二
三
春
｣
と
あ
る
こ
と
と
'

㈹

頁
島

･
韓
愈
両
人
の
事
跡
を
考
慮
す
れ
ば
､
そ
の
最
初
の
出
会
い
は
貞
元
十
七
午

(八
〇
一
)
と
推
定
さ
れ
る

｡

当
時
t
よ
り
若
い
貢
島

の
年
齢
は
二
十
三
歳
で
あ
る
｡
殿
版
の

｢
五
十
六
歳
｣
没
に
よ
れ
ば
'
十
四
歳
に
な

っ
て
'
や
や
若
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
｡

と
述
べ
て
'
六
十
五
歳
説
を
支
持
す
る
｡

〔補

遺
〕

『
四
庫
提
要
』
巻

一
五

〇
'
別
集
類
三
の

｢
長
江
集
｣
の
条
に
は
'
貢
島
が
宣
宗
の
大
中
九
年

(八
五
五
)
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
と
す

8

る
俗
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
俗
説
の
誤
り
は
古
-
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
､
多
言
を
要
し
な
叛
.
蘇
樺
の
墓
誌
こ
そ
'
貢
島
の
生

没
年
を
確
定
し
え
る
基
本
文
献
で
あ
る
と
い
え
よ
う
｡



154

注

3
小
川
環
樹
編

『唐
代
の
詩
人
-
そ
の
伝
記
』
(大
修
館
書
店
)
の
な
か
に
'
荒
井
健
の
訳
注
が
あ
り
'
参
考
に
な
る
｡

佃
章
泰
笠

｢
貿
島
年
譜
｣
(『
貿
島
研
究
』
〔正
中
書
局
t

l
九
四
七
年
〕
所
収
)
は
'

こ
れ
に
従
い
'
｢
七
八
〇
I
八
四
三
｣
と
す
る
ら
し
い

(『中

国
歴
代
年
譜
総
録
』
に
拠
る
)
｡

佃
近
藤
光
男
編

『
四
庫
全
書
総
目
提
要

唐
詩
集
の
研
究
』

(研
文
出
版
)
の

｢
長
江
集
｣
の
条

(大
木
騎
執
筆
)
の
調
査
に
よ
れ
ば
'
百
納
本

･

汲
古
閣
本
は

｢
六
十
五
｣
へ
明
の
北
藍
本

･
清
の
殿
坂
は

｢
五
十
六
｣
に
作
る
と
い
う
｡

伺
台
湾
商
務
印
書
館
t

l
九
六
五
年
刊
に
よ
る
o

向9,王
達
津

｢
関
干
貿
島
｣
で
は
'

｢
韓
愈
僅
在
長
慶
三
年

(
八
二
三
)
任
吏
部
侍
郎
'
旋
任
京
兆
声
'
則
詩
当
作
手
長
慶
三
年
｣
と
す
る
が
'
韓
愈

の
吏
部
侍
郎
在
任
期
間
は
'
長
慶
二
年
九
月
～
長
慶
三
年
六
月
'
お
よ
び
'
長
慶
三
年
十
月

(再
任
)
～
長
慶
四
年
八
月
で
あ
る

(厳
耕
望

『唐
僕

尚
丞
郎
表
』
巻
十
'
輯
考
三
下
な
ど
に
詳
し
い
)
｡
こ
の
点
は
'
王
達
津
の
論
は
杜
撰
で
あ
る
が
'
そ
の
主
旨
は
等
仲
勉
と
同
じ
で
あ
る
｡
詩
の
作

成
年
代
を
長
慶
四
年
と
す
る
の
ほ
'
李
嘉
言

｢
貿
島
年
譜
｣
に
よ
る
｡
卑
仲
勉
も
同
意
見
で
あ
る
｡

㈲
王
達
津
は
'

｢
云

一
｣
の
語
を

｢
似
当
作

八
一
云
)
｣
と
す
る

(前
掲
論
文
)
0

の

た
だ
し
へ
李
嘉
言
は

｢
為
貿
島
事
答
等
仲
勉
先
生
｣
を
書
い
て
反
論
し
た

(『長
江
集
新
校
』
所
収
)o
な
お
'
銭
仲
聯

『韓
昌
繁
詩
繋
年
集
釈
』

巻
七
の

｢
送
無
本
師

〔頁
島
〕
帰
花
陽
｣
詩
の
補
釈
部
分
も
参
照
｡

㈲

前
掲

『唐
詩
集
の
研
究
』
参
照
｡

何

韓

値

○
武
宗
会
昌
二
年
壬
戊

(八
四
二
)
生
?
-

五
代
後
梁
竜
徳
三
年
英
未

(九
二
三
)
没
?

〔後
梁
乾
化
四
年
甲
戊

八
九

一
四
)
ま
で
は
確

実
に
在
世
〕

享
年
八
十
二
歳
?

〔生
年
の
論
拠
考
〕

従
来
'
韓
促
の
生
年
を
推
測
し
た
論
拠
は
'
李
商
隠
の

｢
韓
冬
郎
即
席
為
詩
相
送
'

一
座
尽
驚
｡
他
日
'
余
方
追
吟

《連
宵
侍
坐
俳
掴

久
》
之
句
'
有
老
成
之
風
｡
困
成
二
絶
寄
酬
'
兼
口吉
只
之
員
外
｣
詩
の
'
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1

つく

十
歳
裁
詩
走
馬
成

十
歳

詩
を
裁
り

馬
を
走
ら
す
ご
と
-
に
成
り

冷
灰
残
燭
動
離
情

冷
灰

残
燭

離
情
を
動
か
す

せ
ん

と
い
う

｢
十
歳
｣
の
語
で
あ
る
｡
詩
題
の

｢
韓
冬
郎
｣
と
は
韓
促
の
こ
と

(冬
即
は
小
字
)'
｢
畏
之
員
外
｣
の
畏
之
と
は
韓
促
の
父
'
韓
晴

の
あ
ざ
な
で
あ
る
｡
韓
陰
と
李
商
隠
は
同
年
の
進
士

(開
成
二
年

〔八
三
七
〕)
で
あ
り
'
と
も
に
王
茂
元
の
女
婿
に
あ
た

っ
て
い
た
｡詩
は
'

大
中
五
年

(八
五
l
)'
李
商
隠
が
長
安
か
ら
苛
の
梓
州

(
に
あ
る
柳
仲
邦
の
幕
府
)
に
赴
任
す
る
送
別
会
の
席
上
'
わ
ず
か
十
歳
の
韓
促
が
'

｢
連
宵
侍
坐
誹
桐
久
｣
の
句

(逸
句
)
を
含
む
送
別
詩
を
敏
捷
に
作

っ
て
'
同
坐
の
人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た
こ
と
を
追
憶
す
る
｡

清
の
嬬
浩

『
玉
蘇
生
詩
集
等
注
』
巻
二
で
は
'
詩
の
成
立
年
代
に
疑
問
を
呈
し
っ
つ
も
'
東
川

(梓
州
)
で
の
作
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
'

同
書
に
付
す

｢
玉
蘇
生
年
譜
｣
で
は
'
ひ
と
ま
ず
大
中
七
年

(八
五
三
)
の
条
に
繋
年
す
る
｡
こ
れ
を
受
け
て
'
清
の
経
基
孫

｢
韓
翰
林
詩

2

3

語
略
｣
や
震
釣

｢
韓
承
旨
年
熟
｣
な
ど
ほ
'
大
中
七
年
'
韓
促
は

｢
十
歳
｣
で
あ

っ
た
こ
と
を
根
拠
に
逆
算
し
て
'
会
昌
四
年

(八
四
四
)

4

生
年
説
を
唱
え
ね
｡
し
か
し
'
鴻
浩
自
身
は
'
そ
の
送
別
会
は
大
中
六
年

(八
五
二
)
の
こ
と
と
捷
え
て
い
る
よ
う
で
あ
り
'
こ
れ
に
よ
れ

ば
'
会
昌
三
年

(八
四
三
)
説
も
生
じ
う
る
余
地
が
あ
る
｡
陳
敦
貞

『唐
韓
学
士
僅
年
譜
』
(台
湾
商
務
印
書
館
刊
'
新
編
中
国
名
人
年
譜
集
成
所

収
'
一
九
八
二
年
)
の
八
四
三
年
生
ま
れ
と
す
る
説
は
'
別
に
論
拠
を
明
示
し
な
い
が
'
こ
の
考
え
方
に
た
つ
も
の
と
思
わ
れ
る

(年
譜
の

大
中
六
年
･
同
七
年
の
条
参
照
)0

し
か
し
'
李
商
隠
が
梓
州
刺
史

･
東
川
節
度
使
柳
仲
部
の
節
度
書
記
と
し
て
苛
へ
赴
任
す
る
日
時
に
つ
い
て
'
近
代
の
張
栗
田
撰

『
玉

糸
生
年
譜
会
等
』
巻
四
で
は
'
鴻
浩
説
の
誤
り
を
指
摘
し
て
'
大
中
五
年

(八
五
1
)
で
あ
る
こ
と
を
考
証
す
る
｡
よ
り
詳
し
-
い
え
ば
'

張
采
田
は
'
詩
の
作
成
年
代
を
大
中
十
年
と
L
t
第

7
･
二
句

(十
歳
云
々
の
部
分
)
は
'
大
中
五
年
の
と
き
の
こ
と
を
追
憶
し
た
も
の
と

す
る
｡
菓
葱
奇

『
李
商
隠
詩
集
疏
注
』

(人
民
文
学
出
版
社
'

一
九
八
五
年
)
で
は
'
詩
の
作
成
年
代
も
送
別
会
も
'
と
も
に
大
中
五
年
で
あ

る
と
考
え
る
｡
い
ず
れ
に
せ
よ
'
第

一
･
二
句
の
表
わ
す
日
時
は
大
中
五
年
で
あ
り
'
こ
れ
は
今
日
の
通
説
と
い
っ
て
よ
い
｡
こ
の
張
采
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田
説
に
し
た
が
い
'
大
中
五
年
'
十
歳
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
､
韓
優
の
生
年
は
'

二
年
潮

っ
て
会
昌
二
年

(八
四
二
)
に
な
る
｡

こ
の
点

は
'

川
合
康
≡

｢
韓
促
伝
｣

(『唐
代
の
詩
人
-
そ
の
伝
記
』)
や
'

陳
伯
海

｢
韓
優
生
平
及
其
詩
作
簡
論
｣

(『中
華
文
史
論
叢
』

一
九
八

一
-
四
)'
今
西
凱
夫

･
林
卓
治

｢
韓
促
的
初
歩
考
察
｣

(日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所

『研
究
紀
要
』
二
七
号
t

L
九
八
三
年
)
な
ど
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
｡
た
だ
こ
の
場
合
で
も
'
詩
中
の

｢
十
歳
｣
は
十
歳
前
後
を
成
数

(ま
と
ま
っ
た
数
字
)
で
表
し
た
も
の
か
も
知
れ
ず
'
厳
密
な

意
味
で
は
'
生
年
を
確
定
す
る
信
悪
性
に
や
や
欠
け
る
｡
し
た
が

っ
て
'
現
時
点
で
は
'
韓
促
は
ほ
ぼ
会
昌
二
年

(八
四
二
)
ご
ろ
生
ま
れ

た
と
考
え
て
お
-
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

〔備

考
〕

王
達
津

｢
《
宮
柳
》
詩
和
韓
促
的
生
卒
年
｣
(『唐
詩
叢
考
』)
で
は
'
会
昌
元
年

(八
四
一
)
生
ま
れ
を
唱
え
る
｡
こ
れ
は
'
李
商
隠
の
｢奨

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

南
乙
集
序
｣
(大
中
七
年

〔八
五
三
〕
作
)
の
自
寂
に
も
と
づ
い
て
'
李
商
隠
の
梓
州
赴
任
を
大
中
四
年
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
｡
そ
の
序
に

は
'

是
歳

〔大
中
三
年
〕'
葬
牛
大
尉

〔僧
環
〕O
天
下
設
案
者
'
百
数
O
他
日
'
〔京
兆
〕
至
言
'
｢
吾
大
尉
之
亮
'
有
杜
司
勲

〔牧
〕
之
誌
'

与
子

〔李
商
隠
を
指
す
〕
之
美
文
'
二
事
為
不
朽
｣
｡
十
月
'
尚
書
指
陽
公

〔慮
弘
正
〕'
以
徐

〔州
〕
戎
凶
惇
'
節
度
閑
判
官
'
奏
入
幕
｡

故
事
'
軍
中
移
激
牒
刺
'
皆
不
関
決
記
室
'
判
官
専
掌
之
｡
其
関
記
室
者
'
記
室
仮
｡
故
余
亦
参
雑
応
用
｡
矧
覇
'
府

〔慮
弘
正
〕
亮
｡

選
為
博
士
'
在
国
子
監
大
学
｡
始
主
事
講
経
'
申
請
古
道
'
教
大
学
生
為
文
章
｡
七
月
'
尚
書
河
東
公

〔柳
仲
邦
〕'
守
苛
東
川
'
奏
為

記
室
｡

云
々
と
あ
る
｡
牛
僧
環
の
埋
葬
は
'
李
正

｢
故
丞
相
太
子
少
師
贈
牛
公
神
道
碑
銘
井
序
｣
(『全
唐
文
』
巻
七
二
〇
)
に
よ
れ
ば
'
大
中
三
年

己
巳

(八
四
九
)
で
あ
る

(た
だ
し
'
没
年
は
大
中
二
年
)
｡
ま
た
徐
州
の
乱
も
大
中
三
年

〔五
月
以
降
〕
の
事
件
で
あ
る
(『資
治
通
鑑
』
巻
二

四
八
)
｡
か
-
て
'
李
商
隠
の
梓
州
赴
任
は
'
大
中
三
年
の

｢
明
年
｣
の
七
月
以
降
の
で
き
ご
と
と
も
捉
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
｡
王
達
津
の



157

説
は
'
大
中
四
年
'
十
歳
で
あ
る
と
し
て
生
年
を
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
｡

し
か
し
'
王
達
津
の
論
拠
に
つ
い
て
は
'
張
采
田
自
身
も
疑
惑
を
い
だ
き
'
そ
の

『
玉
新
生
年
譜
会
等
』
巻
四
㌧
大
中

三
年

の
条
に

は
'
李
商
隠
の
梓
州
赴
任
が
大
中
五
年
で
あ
る
こ
と
が
動
か
せ
な
い
事
実
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
'
虞
弘
正

〔正
の
字
は
止
に
も
作
る
〕

の
死
も
大
中
五
年
で
あ
り
'
文
中
の

｢
明
年
｣
と
は
'
徐
州
に
鋲
し
た
虞
弘
正
に
辞
召
さ
れ
た
李
商
隠
が
'
実
際
に
徐
州
に
到
着
し
た
年

(大
中
四
年
)
の
翌
年
を
意
味
す
る
と
考
証
す
る
｡

虞
弘
正
の
死
が
張
采
田
の
説
-
ご
と
-
'
大
中
五
年
で
あ
る
の
か
'
あ
る
い
は
'

一
年
前
の
大
中
四
年
で
あ
る
の
か
は
'
か
な
り
問
題

5

と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
るV
.
し
か
し
'
柳
仲
郭
の
東
川
節
度
使
兼
梓
州
刺
史
の
就
任
は
'
清
の
呉
廷
饗

『唐
方
鋲
年
表
』
巻
六
㌧
お
よ
び
同

考
証
巻
下
の
柳
仲
邦
の
条
や
'
王
寿
南

｢
唐
代
藩
鋲
総
表
｣
(『唐
代
藩
鋲
与
中
央
関
係
之
研
究
』
大
化
書
局
'
一
九
七
八
年
所
収
)
な
ど
を
参
照

6

す
れ
ば
'
大
中
五
年

(八
五
l
)
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る～
.
し
た
が

っ
て
'
そ
の
柳
仲
郡
に
蹄
召
さ
れ
た
李
商
隠
の
梓
州
赴
任
も
'
早

く
と
も
大
中
五
年
で
あ
り
'
王
達
津
の
説
-
ご
と
-
大
中
四
年
に
ま
で
関
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
つ
ま
り
'
現
在
の
と
こ
ろ
'
王
逮

津
の
会
昌
元
年
生
年
説
は
'
確
証
に
乏
し
い
と
い
え
よ
う
｡
少
-
と
も
'
李
商
隠
の
梓
州
赴
任
を
大
中
四
年
と
す
る
点
は
誤
り
で
あ
る
｡

〔没
年
の
論
拠
〕

清
の
康
配
州八
年

(
一
六
六
九
)
に
ほ
ぼ
完
成
し
た
呉
任
臣
の

『十
国
春
秋
』
巻
九
五
㌧
韓
僅
伝
に
'
｢竜
徳
三
年

〔九
二
三
〕'
卒
於
南
安

〔福
建
省
〕
竜
興
寺
'
葬
葵
山
之
麓
｣
と
あ
る
｡

〔備

考
〕

呉
任
臣
の
依
拠
し
た
古
い
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
未
詳
で
あ
り
'
そ
の
信
悪
性
に
疑
問
を
い
だ
か
せ
る
.
琴
仲
勉
は
'

｢唐
集
質
疑
｣

(『唐
人
行
第
録
』
所
収
)
に
収
め
る

｢
韓
僅
南
依
記
｣
の
な
か
で
'

劉
克
荘
の

｢
抜
韓
致
光
帖
｣
〔『後
村
題
験
』
巻
四
㌧
津
逮
秘
書
〕
の
な
か
に
'
韓
握
が
そ
の
妻
'
装
郡
君
の
死
を
悼
ん
で
作

っ
た

｢
蓑
郡
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君
祭
文
｣

〔今
日
散
侠
〕
の
冒
頭
に
'

｢
甲
戊
歳
｣
と
あ
る
こ
と
｡

7

を
指
摘
し
て
､
韓
促
が
少
く
と
も
天
祐
十

l
年

(
=
乾
化
四
年
､
九
l
四
)
甲
戊
の
歳
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
ね
｡
し
か
し
'

そ
の
正
確
な
没
年
は
未
詳
と
す
る
｡

他
方
､
王
達
津
は
､
前
掲
論
文
の
な
か
で
､

8

①

韓
促
の
詩
の
作
成
年
代
を
表
す
紀
年

〔の
自
注
〕
が
翼
酉
の
歳

(後
梁
の
乾
化
三
年
､
九
l
三
)
で
終
る
こ
A
Jv｡

②

劉
克
荘

｢
抜
韓
致
光
帖
｣
に
よ
れ
ば
､
妻
の
死
を
悼
む
韓
促
の
祭
文
に
'

｢
甲
成
｣

(九
一
四
年
)
と
あ
る
こ
と
｡

の
二
点
'
い
い
か
え
れ
ば
､
韓
促
の
詩
文
の
紀
年
は
､
九

一
四
年
以
降
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
'
韓
促

の
死

は
九

一
四
年

か
､
翌
年
の
可
能
性
が
強
い
と
す
る
｡
こ
の
傍
証
と
し
て
､
渠
酉
の
歳

(九
二
二
)'
南
安
県
で
作

っ
た

｢
十
月
七
日
早
起
作
'
時
気
疾
初

愈
｣
と
題
す
る
詩
を
あ
げ
て
､
韓
促
は
当
時
す
で
に
噛
息

(気
曝
)
の
重
病
に
か
か
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
｡

こ
の
王
達
津
の
説
は
'
詩
が

｢
気
疾
初
め
て
愈
ゆ
る
｣
こ
と
を
歌
う
詩
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
傍
証
と
し
て
の
論
拠
に
乏
し
い
｡

9

し
か
し
､
康
正
果
の

｢
晩
唐
詩
人
韓
鳳
｣
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
'
当
時
'
韓
促
は
す
で
に
古
稀

(七
十
歳
)
を
越
え
た
病
弱
の
身

で
あ
り
､
し
か
も
愛
妻
の
死
に
よ
る
衝
撃
を
考
え
る
な
ら
ば
､
妻
の
死
ん
だ
乾
化
四
年

(九
一
四
)
以
後
の
数
年
問
に
投
し
た
可
能
性
を
否

定
で
き
な
い
｡
い
い
か
え
れ
ば
､
妻
の
死
後
､
九
年
間
も
生
き
た
と
す
る

『
十
国
春
秋
』
の
説
に
疑
惑
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
｡
こ
う
し

ゆ

た
意
味
で
､
王
達
津

･
康
正
栗
の
説
は
,
充
分
注
目
に
値
す
る

l
説
と
い
え
よ
うd
｡

(4)(3)(2)(1)

注
北
朱
の
銭
易

『南
部
新
書
』
巻
乙
に
は
､
｢十
歳
｣
を

｢
七
歳
｣
に
作
る
｡
た
だ
し
'
『唐
詩
紀
事
』
巻
六
五
に
は
'
や
は
り

｢十
歳
｣
に
作
る
｡

未
見
｡
い
ま
､
震
釣
の
｢韓
承
旨
年
譜
｣
な
ど
に
よ
る
｡

『香
薮
集
発
散
』
所
収
｡

高
文
頭

『韓
僅
』

(新
文
豊
出
版
公
司
､

一
九
八
四
年
)
に
収
め
る

｢韓
冬
郎
年
譜
｣
も
同
じ
｡
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囚

呉
延
餐

『唐
方
鎮
年
表
』
巻
二
･
同
考
証
巻
上
や
'
郁
賢
酷

『唐
刺
史
考
』

S
(江蘇
古
籍
出
版
社
'

l九
八
七
年
)
の
徐
州
の
条
で
は
'
慮
公

正
は
大
中
四
年
没
と
す
る
｡

伺
郁
賢
酷

『唐
刺
史
考
』

桐も
同
じ
.

S

陳
伯
海
の
前
掲
論
文
の
注
②
で
は
'
韓
促
の

｢
八
月
六
日
作
四
首
｣
は
'
唐
の
昭
宗
が
殺
さ
れ
た
十
周
年
の
命
日
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
り
'
乾

化
四
年
甲
戊

(九

一
四
)
の
作
と
す
る

(昭
宗
は
九
〇
四
年
没
)｡
し
か
し
'
そ
の
詩
は
'
編
年
体
に
構
成
さ
れ
る
部
分
に
あ
り
'

一
般
に
乾
化
二

年

(九

l
二
)
の
作
と
さ
れ
る

(陳
敦
貞

『唐
韓
学
士
促
年
譜
』
参
照
)O
蘇
仲
糊

｢晩
唐
四
家
詩
合
論
｣
(『唐
代
文
学
論
叢
』
総
≡
輯
'

1
九
八

三
年
)
に
も
'
九

二

一年
'
昭
宗
を
殺
し
た
朱
温
が
殺
さ
れ
た
う
わ
さ
を
聞
い
て
作

っ
た
と
す
る
｡
陳
伯
海
の
説
は
詩
中
の

｢
十
年
｣
の
語
に
も
と

づ
い
た
も
の
で
あ
り
'
確
証
に
乏
し
い
｡

伺
韓
促
の
詩
集
は
'

一
部
分
'
編
年
体
構
成
を
と
り
'
作
詩
年
代
を
示
す
自
注
が
あ
る
｡

囲

『陳
西
師
大
学
報
』
(哲
学
社
会
科
学
)

7
九
八
三
年
第

1
期
所
収
O

｢
手
風
傭
展

1
行
書
'
眼
暗
休
尋
九
局
図
｣
の
句
で
始
ま
る

｢安
貧
｣
詩

は
'
作
者
の
臨
終
前
の
生
活
状
況
で
あ
る
と
す
る
｡

㈹

ち
な
み
に
'
聞

一
多

｢唐
詩
大
系
｣
で
は
'
八
四
四
-
?

と
す
る
｡

㈲

韓

愈

○
代
宗
大
暦
三
年
戊
申

(七
六
八
)
生
-

穆
宗
長
慶
四
年
甲
辰

(八
二
四
)
没
'
享
年
五
十
七
歳
｡

〔論

拠
〕

‖H

①

韓
愈

の
門
人
'
李
漠
の

｢
韓
昌
賓
集
麻
｣

(東
雅
堂
本
な
ど
)
に
'

｢
先
生

〔韓
愈
〕
生
於
大
暦
戊
申

〔三
年
〕
｣
と
あ
り
'
ま
た
'
｢
長

慶
四
年
冬
'
先
生
穀
｣
と
あ
る
｡

㊥

皇
甫
提

｢
韓
愈
神
道
碑
｣
(『全
唐
文
』
巻
六
八
七
)
に
'
｢
〔長
慶
〕
四
年
十
二
月
丙
子

〔二
日
〕
'
亮

〔長
安
〕
靖
安
里
第
'
年
五
十
七
｣

と
あ
る
｡

2

㊦同
じ
皇
甫
堤
の

｢
韓
文
公
墓
誌
銘
井
凧
｣
(『全
唐
文
』
巻
六
八
七
)
に
も
'
｢
其
年

〔長
慶
四
年
〕
十
二
月
丙
子

〔二
目
〕'
遂
亮
｣
'
｢
亮
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年
五
十
七
｣
と
あ
る
｡

㊤

韓
愈
の
門
人
､
李
劫

｢
故
正
議
大
夫
行
尚
書
更
部
侍
郎
上
柱
国
賜
紫
金
魚
袋
贈
礼
部
尚
書
韓
公
行
状
｣
(『全
唐
文
』
巻
六
三
九
)
に
'

｢
長
慶
四
年
得
病
'
満
百
日
仮
｡
既
罷
｡
以
十
二
月
二
日
'
卒
於
靖
安
里
第
｣
'
｢
享
年
五
十
七
｣
と
あ
る
｡

㊤

『
旧
唐
書
』
巻

一
六
〇
㌧
韓
愈
伝
に
'

｢
長
慶
四
年
十
二
月
卒
｡
時
年
五
十
七
｣
と
あ
る
｡

㊦『
新
唐
書
』
巻

一
七
六
㌧
韓
愈
伝
に
'

｢
長
慶
四
年
卒
｡
年
五
十
七
｣
と
あ
る
｡

①

『唐
詩
紀
事
』
巻
三
四
㌧
韓
愈
の
条
に
'
｢謹
按
'
公
生
於
代
宗
大
暦
三
年
戊
申
｣
と
あ
り
'
ま
た
'
｢
〔長
慶
〕
四
年
甲
辰
'
有

『南

渓
始
芝
』
詩
｡
-
-

〔同
年
〕
十
二
月
二
日
'
卒
於
靖
安
里
｡
年
五
十
七
｣
と
あ
る
｡

〔備

考
〕

生
年
は
'
享
年
か
ら
逆
算
し
て
も
'
大
暦
三
年
生
ま
れ
と
な
る
｡
な
お
'
宋
の
呂
大
防

｢
韓
吏
部
文
公
集
年
譜
｣
や
宋
の
洪
興
祖

｢
韓

子
年
譜
｣
も
'
生
没
年
は
同
じ
で
あ
る

(と
も
に
'
『韓
文
類
譜
』
所
収
)0

注

=

『全
唐
文
』
巻
七
四
四
に
は
'

｢唐
吏
部
侍
郎
昌
賓
先
生
諒
愈
文
集
序
｣
と
し
て
見
え
る
｡

佃

『唐
詩
紀
事
』
巻
三
四
㌧
韓
愈
の
条
に
も
引
-
｡

S

貫

休

○
文
宗
大
和
六
年
王
子

(八
三
二
)
生
-

五
代
前
萄
永
平
二
年

〔=
後
梁
乾
化
二
年
〕
壬
申

(九
二
一)
没
､
享
年
八
十

一
歳
｡

〔論

拠
〕

ど
ん
いき

l

①

祥
月
大
師
貫
休
の
弟
子
曇
域
撰

｢
〔禅
月
集
〕
後
麻
｣

(乾
徳
五
年

〔九
二
三
〕
十
二
月
十
五
日
の
日
付
を
も
つ
)
の
な
か
に
､

｢
壬
申
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マ
マ

歳

〔九
7
二
年
〕
十
二
月
'
召
門
人
謂
日
'
『
-

-

』
｡
言
語
､
掩

〔奄
〕
然
而
絶
息
｣
と
あ
る

(四
部
叢
刊

『祥
月
集
』
に
よ
る
)0

㊥

賛
寧
撰

『宋
高
僧
伝
』
巻
三
〇
'

｢
梁
成
都
府
東
禅
院
貫
休
伝
｣
に
'

｢
至
梁
乾
化
二
年
､
終
干
所
居
｡
春
秋
八
十

二

と
あ
る
｡

生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
｡

i)清の
呉
任
臣

『十
国
春
秋
』
巻
四
七
'
前
萄
の
僧
貫
休
伝
に
も
'

｢
永
平
二
年
卒
､
年
八
十

二

と
あ
る
｡

〔備

考
〕

『
四
庫
提
要
』
巻

1
五

1
'
別
集
類
四
'
禅
月
集
の
条
に
は
､
貫
休
の
没
年
に
つ
い
て
'

｢
至
乾
徳
英
未

〔五
年
-
九
二
三
〕
卒
｡
年
八

十

一
｣
と
記
す
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
'
す
で
に
陳
垣

『釈
氏
疑
年
録
』
巻
五
の
条
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
'
曇
域
撰

｢
後
序
｣
の
執
筆
年

時
を
'
貫
休
の
没
年
に
見
誤

っ
た
軽
率
さ
に
も
と
づ
く
｡
ち
な
み
に
'
『
釈
氏
疑
年
録
』
に
は
'
同
光
三
年

(九
二
五
)
辛

(『
〔歴
代
編
年
〕

釈
氏
通
鑑
』)
や
'
乾
化
四
年

(九
一
四
)
辛

(
『宗
続
編
年
』
)
の
異
説
が
紹
介
さ
れ
る
が
'
曇
域
の
後
序
こ
そ
'
最
も
信
頼
で
き
る
文
献
で

あ
る
と
い
え
よ
う
｡

ち
な
み
に
'
林
元
白

｢
貫
休
的
生
平
及
其
詩
｣
(『現
代
仏
学
』

1
九
五
八
-

1
0
)
や
'
小
林
太
市
郎

『禅
月
大
師
の
生
涯
と
芸
術
』

(小

2

林
太
市
郎
著
作
集
3
'
淡
交
社
刊
)
は
'
も
ち
ろ
ん
'
｢
八
三
二
生
～
九

二

l没
｣
で
あ
るV
.

注

ヽ

=
『全
唐
文
』
巻
九
二
二
､
曇
域
の
条
に
は
､
こ
れ
を

｢禅
月
集
序
｣
と
す
る
O

｢後
序
｣
は
別
の
も
の
を
指
す
｡

S
馬
凌
霜

｢貫
休
入
局
的
時
間
及
生
卒
年
補
証
｣
(『文
学
遺
産
』

l
九
八
1
-
四
)
に
は
'

『古
今
詩
話
』
に
'
貫
休
が
永
平
二
年
に
卒
し
た
と
い

う
記
載
が
あ
る
と
す
る
が
'
郭
紹
虞
校
輯

『宋
詩
話
輯
伏
』
に
収
め
る

『古
今
詩
話
』
に
は
見
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
｡

何

年
僧
蒲

○
徳
宗
建
中
元
年
庚
申

(七
八
〇
)
生
-

宣
宗
大
中
二
年
戊
辰

(八
四
八
)
没
､
享
年
六
十
九
歳
｡
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〔論

拠
〕

①

杜
牧

｢唐
故
太
子
少
師
春
草
郡
開
国
公
贈
大
尉
牛
公
墓
誌
銘
井
序
｣
に
'

｢
大
中
二
年
十
月
二
十
七
日
'
亮
干
東
都

〔洛
陽
〕
城
南

別
堅
'
年
六
十
九
｣
と
あ
る

(杜
牧

『契
川
文
集
』
巻
七

〔陳
允
吉
校
点
本
'
上
海
古
籍
出
版
社
〕
に
よ
る
)｡
生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
｡

㊥

李
正

｢
故
丞
相
太
子
少
師
贈
大
尉
牛
公
神
道
碑
銘
井
序
｣
(『全
唐
文
』
巻
七
二
〇
)
に
'

｢
公
以
大
中
戊
辰
歳

〔二
年
〕
十

二
月
二
十

九
日
亮
｣
と
あ
る

(享
年
の
記
載
は
な
い
)0

i)『
新
唐
書
』
巻

1
七
四
､
牛
僧
謂
伝
に
'

｢
宣
宗
立
､
徒
衡

･
汝
二
州
､
還
為
太
子
少
師
.

卒
'

贈
大
尉
'
年
六
十
九
｣

と
あ
る

(没
時
の
年
月
の
記
載
は
な
い
)0

〔備

考
〕

没
年
の
日
時
に
つ
い
て
は
'
杜
牧

(十
月
二
十
七
日
)
と
李
五
(十
二
月
二
十
九
日
)
で
は
異
な
る
｡
前
者
に
つ
い
て
は
'

『
文
苑
英
華
』
巻

九
三
八
㌧

『唐
文
粋
』
巻
六
八
､
『
全
唐
文
』
巻
七
五
五
に
お
い
て
も
'
文
字
の
異
同
は
な
い
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
後
者
は
'
『唐
文
粋
』

ヽ

巻
五
六

(国
学
基
本
叢
書
)
に
は
'

｢
十
月
二
十
九
日
｣
に
作
る

(『文
苑
英
華
』
巻
八
八
八
は
'

『全
唐
文
』
と
同
じ
)｡

｢
二
｣
の
字
は
街
字

ヽ

ヽ

か
｡
た
だ

｢
十
月
｣
の
場
合
で
も
'

｢
二
十
七
日
｣
と

｢
二
十
九
日
｣
の
異
同
が
あ
る
｡

｢
七
｣
と

｢
九
｣
の
二
字
は
流
伝
上
'
誤
り
や

す
く
'
に
わ
か
に
そ
の
適
否
を
定
め
が
た
い
｡

ち
な
み
に
'
聞

一
多

｢
唐
詩
大
系
｣
や
蒐
亮
夫

『
歴
代
名
人
年
里
碑
伝
総
表
』
で
は
'
牛
僧
環
の
生
没
年
を

｢
七
七
九

〔大
暦
十
四
年
〕

～
八
四
七

〔大
中
元
年
〕｣
と
す
る
が
､
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
｡
『
旧
居
書
』
巻

1
七
二
､
牛
僧
濡
伝
に
'
｢
大
中
初
卒
｣
と
あ
る
'

そ
の

｢
大
中

〔年
間
〕
の
初
め
｣
と
は
'
元
年
で
は
な
く
､
二
年
を
い
う
｡

な
お
'
中
国
で
は
'
牛
僧
環
の
生
年
を
大
暦
十
四
年

(七
七
九
)
と
す
る
説
が
'
か
な
り
流
布
し
て
い
る
｡
魂
明
文
は
'

『
甘
粛
古
代
作

家
』
(甘
粛
人
民
出
版
社
'

一
九
八
二
年
)
の
牛
僧
霜
の
条
で
'

こ
の
原
因
を
､

｢
講
正
壁

『
中
国
文
学
家
大
辞
典
』
や
劉
大
傑

『
中
固
文
学
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発
展
史
』
〔新
版
第
二
冊
三
六
五
ペ
ー
ジ
〕
な
ど
の
誤
り
を
襲
う
も
の
｣
と
す
る
0

今
日
'
王
夢
鴎
の
簡
略
な
牛
僧
濡
年
譜
が
'
『
唐
人
小
説
研
究
』
四
集

〔芸
文
印
書
館
､

l
九
七
八
年
〕
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る

(
一

六
七
～

一
七
八
ペ
ー
ジ
)
｡

〔補

遺

〕

自
居
易
の

｢
宿
香
山
寺
､
酬
広
陵
牛
相
公
見
寄
｣
詩
に
は
.

｢
猶
去
懸
幸
十
四
年
｣
の
句
が
あ
り
'

｢
相
公
今
年
五
十
七
｣
の
原
注
が

付
さ
れ
て
い
る

(顧
学
頴
校
点

『自
居
易
集
』
巻
三
三
)｡

こ
の
詩
は
､
花
房
英
樹

『
自
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
所
収
の

｢
綜
合
作
品
表
｣

や
､
朱
金
城
の

『
自
居
易
年
譜
』
(上
海
古
籍
出
版
社
'
一
九
八
二
年
)
に
よ
れ
ば
'
大
和
六
年

(八
三
五
)
の
作
で
あ
る
｡
し
か
し
'
大
和
六

年
'
五
十
七
歳
と
す
れ
ば
'
牛
僧
信
の
生
年
は
七
七
九
年
と
な

っ
て
'

｢
七
八

〇
年
｣
と
合
わ
な
い
｡
し
た
が

っ
て
､
こ
の
詩
は
'
む
し

ろ
翌
年
の
開
成
元
年

(八
三
六
)
の
作
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
別
集
の
詩
の
配
列
や
牛
僧
霜
の
事
跡
を
考
え
て
み
て
も
'
開
成
元
年
の

作
と
し
て
少
し
も
問
題
は
な
い
｡
ち
な
み
に
､
王
亮
鴎
の
前
掲
年
譜
は
'
開
成
元
年
作
と
す
る
｡

弼

元

結

○
玄
宗
開
元
七
年
己
未

(七
一
九
)
生
-

大
暦
七
年
王
子

(七
七
二
)
没
'
享
年
五
十
四
歳
｡

〔没
年
の
論
拠
〕

‖H

顔
真
卿
の

｢
唐
政
客
州
都
督
兼
御
史
中
丞
本
管
経
略
便
元
君
蓑
墓
碑
銘
井
麻
｣
に
'

｢
〔大
暦
七
年
〕
夏

四
月
庚

午

〔二
十
日
〕'
亮
於

〔長
安
〕
永
崇
坊
之
旅
館
､
春
秋
五
十
｣
と
あ
る

(『全
唐
文
』
巻
三
四
四
)0

〔生
年
の
論
拠
考
〕

元
結
の
生
年
は
'
古
-
は
開
元
十

一
年
英
亥

(七
二
三
)
と
考
え
ら
れ
た
｡
こ
の
旧
説
の
論
拠
は
'
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①

顔
真
卿
の
前
掲
墓
碑
銘
に
'

｢
春
秋
五
十
｣
と
あ
る
｡

㊥

『
新
唐
書
』
巻

一
四
三
'
元
結
伝
に
'

｢
罷
還
京
師
'
卒
'
年
五
十
｣
と
あ
る
｡

の
享
年
の
記
述
で
あ
る

(生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
)
｡
清
の
呉
修

『続
疑
年
録
』
を
は
じ
め
と
し
て
'
聞

一
多

｢
唐
詩
大
系
｣
や
完
亮
夫

『
歴

2

代
名
人
年
里
碑
伝
総
表
』
な
ど
は
'
こ
の
立
場
で
あ
るu
o

3

こ
れ
に
対
し
て
'
孫
望
ほ
'

『
元
次
山
年
譜
』
の
な
か
で
'
次
の
よ
う
な
二
つ
の
論
拠
を
あ
げ
て
'
開
元
七
年

(七
一
九
)
生
ま
れ
'
享

年
五
十
四
歳
と
い
う
新
説
を
提
出
し
た
｡

①

元
結

｢
別
王
佐
卿
序
｣
に
'

｢
英
卯
歳
'
京
兆
丑
契t
薗
剃
'
年
四
十
六
｡
河
南
元
観
劇
山
､
年
四
十
五
｣
と
あ
る

(『全
唐
文
』
巻

4

三
八
一
).
文
中
の

｢
英
卯
｣
と
は
'
代
宗
の
広
徳
元
年

(七
六
三
)
を
指
弟
.
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
逆
算
す
れ
ば
'
生
年
は
開
元
七
年

(七
一
九
)
と
な
り
'
没
年
の
大
層
七
年

(七
七
二
)
に
は
'
五
十
四
歳
と
な

っ
て
'
〔五
十
歳
で
は
な
い
〕
｡
元
結
は
'
序
文
の
な
か

で
自
己
の
年
齢
を
誤
記
す
る
は
ず
は
な
い
｡

㊥

乾
元
二
年

(七
五
九
)
に
成
る
元
結
の

｢
与
喜
尚
書

〔渉
〕
書
｣
に
'
｢
〔元
〕
結
所
以
年
四
十
'
足
不
入
於
公
卿
之
門
'
身
不
歯
於

利
禄
之
士
｣
と
あ
る

(『全
唐
文
』
巻
三
八
一
)｡
乾
元
二
年
'
〔新
説
の
開
元
七
年
生
ま
れ
と
す
れ
ば
〕'
四
十

一
歳
で
あ
る
｡
書
中
の

｢年

四
十
｣
と
は
'
成
数

(ま
と
ま
っ
た
数
字
)
に
よ
る
か
'
あ
る
い
は
'
本
年

(乾
元
二
年
)
を
数
え
ず
に
い
う
｡
本
年

(乾
元
二
年
)'
礼

部
尚
書

･
東
都
留
守
葦
陸
に
拝
謁
し
て
'
〟

公
卿
の
門
に
入
っ
た
″

こ
と
に
な
る
か
ら
｡
顔
莫
胸
の
碑
銘
の
享
年
に
も
と
づ
-
七
二

三
年
生
年
説
で
は
'
当
時

(七
五
九
年
)'
元
結
は
三
十
七
歳
で
あ
り
'
し
た
が

っ
て

｢
結
所
以
年
四
十
'
足
不
入
於
公
卿
之
門
｣
と

は
い
え
な
い
｡

〔備

考
〕

孫
望
の
新
説
は
説
得
力
が
あ
り
へ
今
日
の
定
説
と
な

っ
て
い
る
｡
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LL'

ち
な
み
に
'
湯
撃
民

｢
元
結
和
他
的
作
口叫
｣
も
'
孫
望
の
説
と
同
じ
論
拠
で
新
説

(七

一
九
年
生
､
享
年
五
十
四
歳
)
を
提
唱
す
る
が
､
孫

望
の

(
年
譜
)
に
は
全
-
言
及
し
て
い
な
い
｡
同
論
文
で
は
'
さ
ら
に
'
竜
聾
の

｢
詩
人
元
結
｣
(『文
学
遺
産
増
刊
』
二
輯
'

一
九
五
六
年
)

の

｢
開
元
七
年

(七
一
九
)
生
-

大
暦
四
年

(七
六
九
)
没
｣
説
に
対
し
て
'

①

生
年
は
正
し
い

〔孫
望
説
と
同
じ
〕

㊥

没
年
の
論
拠
は
未
詳
で
あ
る
が
'
墓
碑

の

｢
春
秋
五
十
｣
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
三
年
-
り
あ
げ
た
も
の
か
｡

と
述
べ
て
'
次
の
ご
と
-
反
論
す
る
｡

顔
其
卿
は
元
結
の
友
人
で
あ
る
｡
元
結

の
生
年
や
享
年
に
対
し
て
は
'
誤
記
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
'
そ
の
没
年
ま
で
も
誤
記
す
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
｡
そ
の
大
暦
四
年
没
の
説
は
誤
り
で
あ
る
｡

湯
撃
民
の
説
は
'
穏
当
な
発
言
と
い
え
よ
う
｡

注

Ⅲ
『唐
代
の
詩
人
-
そ
の
伝
記
』
に
は
'
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
の
同
碑
の
拓
本

(漠
実
刑
自
筆
)
を
基
に
し
た
小
栗
英

1
の
訳
注
を
収
め

る
O
留
元
剛
の

｢顔
魯
公
年
譜
｣
に
よ
れ
ば
'
大
暦
十
年

(七
七
五
)'
顔
真
蜘
六
十
七
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
｡
ち
な
み
に
'
壬
乗

『全
石
葦
編
』

巻
九
八
に
は
'
大
暦
七
年
の
作
と
す
る
｡

佃
湯
撃
民
の
上
掲
論
文
に
よ
れ
ば
'
孔
徳

｢
唐
元
結
年
譜
｣

(
l
九
四
八
年
の

『中
山
大
学
文
史
集
刊
』
第

1
冊
所
収
)
も
'
七
二
三
年
生
ま
れ
と

す
る
ら
し
い
｡

川
古
典
文
学
出
版
社
､

一
九
五
七
年
o
同
書
の
後
記
に
よ
れ
ば
'
初
稿
は
1
九
三
四
年
に
完
成
し
､
そ
の
翌
年
'

『金
陵
大
学
文
学
院
季
刊
』
に
発

表
さ
れ
た
と
い
う
｡

3
こ
の
点
は
'
す
で
に
清
の
徐
松

『登
科
記
考
』
巻
九
㌧
天
宝
十
三
載
の
条
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

何
『中
山
大
学
学
報
』

l
九
五
七
年

一
期
t
の
ち

『唐
詩
研
究
論
文
集
』

〔人
民
文
学
出
版
社
'

7
九
五
七
年
〕
に
再
録
｡
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冊

元

穫

○
代
宗
大
暦
十
四
年
己
未

(七
七
九
)
生

-
文
宗
大
和
五
年
辛
亥

(八
三
一
)
没
'
享
年
五
十
三
歳
｡

〔論

拠
〕

①
自
居
易

｢唐
故
武
昌
軍
節
度
処
置
等
便
'
正
議
大
夫
､
検
校
戸
部
尚
書
'
郡
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
'
賜
紫
金
魚
袋
'
贈
尚
書
僕
射
'

1

河
南
元
公
墓
誌
銘
井
序
｣
に
'

｢
大
和
五
年
七
月
二
十
二
日
'
遇
暴
疾
'

一
日
亮
千
位
｡
春
秋
五
十
三
｣
と
あ
る

(顧
学
説
校
点

『白
居
易

集
』
巻
七
〇
)｡
生
年
は
享
年
か
ら
逆
算
｡

㊥

『
旧
唐
書
』
巻

一
六
六
'
元
槙
伝
に
'

｢
〔大
和
〕
五
年
七
月
二
十
二
日
暴
疾
'

一
日
而
卒
干
鋲
｡
時
年
五
十
三
｣
と
あ
る
｡

G)『旧
唐
書
』
巻

1
七
下
'
文
宗
紀
に
'

｢
〔大
和
五
年
八
月
〕
庚
午

〔五
日
〕'
武
昌
軍
節
度
使

･
検
校
戸
部
尚
書
元
槙
卒
｣
と
あ
る
｡

㊤

『
新
唐
書
』
巻

一
七
四
'
元
損
伝
に
'

｢
俄
拝
武
昌
節
度
使
｡
卒
'
年
五
十
三
｣
と
あ
る
｡

㊥

自
居
易

｢
和
徴
之
道
床

〔元
横
の
子
の
名
〕
生
三
日
｣
詩
の
自
注
に
'

｢
予
老
敏
之
七
歳
｣
と
あ
る

(
『自
店
易
集
』
巻
二
八
)
｡
自
居

2

易
の
生
年
は
大
暦
七
年

(七
七
二
)
で
あ
る
の
で
'
元
損
の
そ
れ
は
'
七
歳
下
の
七
七
九
年
と
な
6
.

㊦

元
損

｢
叙
詩
寄
楽
天
書
｣
に
'

｢
又
不
幸
'
年
三
十
二
時
有
罪
諸
棄
｣
と
あ
る

(巽
勤
点
校

『元
横
集
』
巻
三
〇
)｡
こ
の
事
件
は
'
元

3

和
五
年

(八
一
〇
)
の
江
陵
府
士
曹
参
軍
へ
の
左
遷
を
指
す
｡
し
た
が

っ
て
生
年
は
七
七
九
年
と
な
N3V
.

㊥

『
旧
唐
書
』
元
積
伝
に
'

｢
二
十
八
応
制
挙
才
識
兼
茂

･
明
於
体
用
科
'
登
第
着
十
八
人
'
〔元
〕
損
為
第

1
､
元
和
元
年
四
月
也
｣

と
あ
る
｡
元
和
元
年

(八
〇
六
)'
二
十
六
歳
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
'
生
年
は
七
七
九
年
と
な
る
｡

〔備

考
〕

O
の
元
損
の
死
亡
日
時

(八
月
庚
午

〔五
日
〕)
は
'
①
㊥
に
記
す
七
月
二
十
二
日
と
異
な
る
｡
そ
の
八
月
五
日
と
は
'
寺
孝
萱

『
元
秩
年
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4

譜
』
(斉
魯
書
杜
二

九
八
〇
年
)
な
凸
に
指
摘
さ
れ
る
ご
と
二

元
槙
の
死
亡
日
で
は
な
く

じ
つ
は
朝
廷
が
元
張
の
死
亡
通
知
を
入
手
し

た
と
き
を
い
う
｡

ち
な
み
に
へ

『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
九
㌧
自
居
易
の
条
に
'

｢敏
之
生
於
徳
宗
建
中
元
年
庚
申

〔七
八
〇
〕'
卒
於
大
和
五
年
'
時
年
五
十

三
｣
と
あ
る
が
'
そ
の
生
年

(七
八
〇
)
は
七
七
九
年
の
誤
り
.
ま
た
聞

一
多

｢
唐
詩
大
系
｣
に
'

｢
七
七
八
-

八
111
1
｣
と
あ
る
生
年
も

誤
り
で
あ
る
｡
単
純
な
計
算
ち
が
い
か
｡

〔補

遺
〕

こう
せ
い

末
の
題
令
時

『
侯
鯖
録
』
巻
五
に
収
め
る
｢
徴
之
年
譜
｣
に
も
'
｢
己
末
代
宗
大
暦
十
四
年

鵡
撃

徴
｣
｢
辛
亥

〔大
和
〕
五
年

鶴
K
+讐
琴

｣

と
あ

っ
て
正
し
い
｡

(4)(3)(2)(1)

注『全
唐
文
』
巻
六
七
九
｡
大
和
六
年

(八
三
二
)
の
作
｡

花
房
英
樹
編

『元
棋
研
究
』

(重
文
堂
書
店
'

一
九
七
七
年
)
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
る
｡

醇
鳳
生

『元
徴
之
年
譜
』

(台
湾
学
生
君
局
'

一
九
七
七
年
)
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
る
｡

蕗
鳳
生

『元
敏
之
年
譜
』
に
も
'

｢蓋
敏
之
卒
訊
'
八
月
始
聞
於
朝
也
｣
と
あ
る
｡

㈹

権
徳
輿

○
粛
宗
壁

R
l
l年
己
亥

(七
五
九
)
生
1

憲
宗
元
和
十
三
年
戊
戊

(八
l
八
)
没
'
享
年
六
十
歳
｡

〔論

拠
〕

①
韓
愈
の

｢
唐
故
相
権
公
墓
碑
｣
に
'

｢
公
在
相
位
三
年
'
其
後
以
吏
部
尚
書
授
節
鋲
山
南
'
年
六
十
以
亮
｣
と
あ
り
'
ま
た

｢
以
疾

1

求
還
､
〔元
和
〕
十
三
年
某
月
甲
子
'
道
義
干
洋

〔州
〕
之
白
華
｣
と
あ
る

(馬
其
燕

『韓
昌
賓
文
集
校
注
』
巻
七
).
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㊥

『
旧
唐
書
』
巻

一
五
㌧
憲
宗
紀
'
元
和
十
三
年
八
月
の
条
に
'

｢
戊
寅

〔二
十
七
日
〕'
前
山
南
西
道
節
度
使
権
徳
輿
卒
｣
と
あ
る
｡

㊦『
旧
唐
書
』
巻

一
四
八
㌧
権
徳
輿
伝
に
'

｢
〔元
和
〕
十
三
年
八
月
'
有
疾
'
詔
許
帰
闘
'
道
卒
'
年
上ハ
十
｣
と
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ

㊤

『
新
唐
書
』
巻

一
六
五
'
権
徳
奥
伝
に
'

｢
復
検
校
安
部
尚
書
'
出
為
山
南
西
道
節
度
使
｡
後
二
年
'
以
病
乞
還
'
卒
於
道
'
年
六

十
｣
と
あ
る
｡
権
徳
輿
の
山
南
西
道
節
度
使
就
任
は
'
『
旧
唐
書
』
本
伝
に
み
え
る

｢
〔元
和
〕
十

一
年
'
復
以
検
校
吏
部
尚
書
出
鎮
興
元
｣

2

の
記
事
を
指
tv
Q
つ
ま
り
'
そ
の
没
年
は
'
元
和
十

1
年
の
二
年
後

(
〔後
二
年
〕)
の
元
和
十
三
年
で
あ
る
｡

〔補

遺

〕

『
嘉
定
鋲
江
志
』
巻
十
八
'
人
物
'
権
徳
輿
の
条
に
'

｢
〔元
和
〕
十
三
年
'
以
病
乞
還
'
道
卒
｣

と
あ
る
｡

ち
な
み
に
'
楊
於
陵
の

｢
祭
権
相
公
文
｣
は
'
元
和
十
四
年
七
月
六
日
に
作
ら
れ
た

(『全
唐
文
』
巻
五
二
三
)0

注

3
こ
の
｢甲
子
｣
は
､
具
体
的
な
干
支
を
入
れ
る
こ
と
を
省
略
し
た
こ
と
を
表
す
O
清
水
茂

｢権
徳
輿
伝
｣
の
訳
注
参
照

(『唐
代
の
詩
人
-
そ
の

伝
記
』)0

佃
『旧
唐
書
』
巻
十
五
㌧
憲
宗
紀
に
も
､
｢
〔元
和
十
丁
年
〕
冬
十
月
丁
巳
'
以
刑
部
尚
書
権
徳
輿
検
校
吏
部
尚
書
'
兼
興
元
ヂ
'
充
山
南
西
道
節
度

使
｣
と
あ
る
｡

胸

高

適

○
則
天
武
后
聖
暦
三
年

(
=
久
視
元
年
)
庚
子

(七
〇
〇
)'
も
し
-
は
'

翌
年
の
則
天
武
后
長
安
元
年
辛
丑

(七
〇
l
)
坐
?
1

代
宗
永

泰
元
年
乙
巳
(七
六
五
)
没
'
享
年
六
十
五
㌧
六
歳
?

〔没
年
の
論
拠
〕

①

『
旧
唐
書
』
巻
十

一
㌧
代
宗
紀
の
永
泰
元
年
正
月
の
条
に
'

｢
乙
卯

〔二
十
三
日
〕'
左
散
騎
常
侍
高
適
卒
｣
と
あ
る
｡
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㊥

『
旧
居
書
』
巻

一
一
二

高
適
伝
に
'

｢
永
泰
元
年
卒
｣
と
あ
る
｡

a)『新
唐
書
』
巻

1
四
三
､
高
適
伝
に
'

｢
永
泰
元
年
卒
｣
と
あ
る
｡

〔備

考
〕

『
全
唐
詩
』
巻
二

二

､
高
適
の
小
伝
に
'

｢
永
泰
二
年
卒
｣
と
あ
る
の
ほ
'
テ
キ
ス
ト
の
誤
り
｡

〔補

遺

〕

『
唐
詩
紀
事
』
巻
三
三
､
高
適
の
条
に
は
'
｢
永
泰
初
卒
｣
と
あ
り

(『唐
才
子
伝
』
巻
二
も
同
じ
)'
晃
公
武

『
郡
斎
読
書
志
』
巻
四
上
'

高
適
集
の
条
に
は
'

｢
永
泰
中
'
終
散
騎
常
侍
｣
と
あ
る
｡
ち
な
み
に
'
杜
甫
の

｢
開
高
常
侍
亡
｣
詩
は
'
詩
中
の

｢
萄
使
忽
伝
亡
｣
の

語
に
よ
っ
て
'
永
泰
元
年
'
成
都
で
の
作
と
さ
れ
る

(『杜
詩
詳
注
』
巻
一
四
に
引
く
黄
鶴
の
説
)0

〔生
年
の
論
拠
考
〕

高
遠
の
没
年
は
､
す
で
に
見
た
ご
と
-
'
永
泰
元
年
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
し
か
し
'
前
掲
書
に
は
'
い
ず
れ
も
享
年
の
記
載

が
な
い
た
め
'
生
年
に
は
異
説
が
多
い
｡
こ
れ
は
'
論
拠
が
詩
中
の
表
現
で
あ
る
た
め
'
生
年
を
確
定
し
に
-
い
の
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'

現
在
の
と
こ
ろ
'
最
も
有
力
な
説
を
二
つ
と
り
あ
げ
'
そ
れ
を
中
心
に
論
を
進
め
た
い
｡

㈱

周
勲
初

『
高
適
年
譜
』

(
上
海
古
語
出
版
社
'

一
九
八
〇
年
)
に
み
え
る

｢
七

〇
〇
年
生
ま
れ
｣
の
説
｡

(
周
説
の
論
拠
資
料
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

①

高
適

｢
奉
酬
北
海
李
太
守

〔昌
〕
丈
人
夏
日
平
陰
亭
｣
詩

〔以
下
'
④
詩
と
略
称
〕
に
'
｢
一
生
徒
羨
負
う
四
十
猶
来
賓
｣
と
あ
る

〔衆

蛍
は
'
仕
官
で
き
ず
に
苦
労
す
る
比
愉
'
車
胤
の
故
事
〕｡
天
宝
五
載

(七
四
六
)
の
作
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

②

高
適

｢
留
別
鄭
三

･
葦
九

〔健
〕'
兼
洛
下
諸
公
｣
詩

(⑥
詩
)
に
'
｢
塞
蹟
庄
舵
責
不
成
'
年
過
四
十
尚
窮
耕
｣
と
あ
る
｡
天
宝
八
載

(七
四
九
)
の
作
｡
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③

李
惰

｢
贈
別
高
三
十
五

〔適
〕｣
詩

(㊤
詩
)
に
'

｢
五
十
無
産
業
'
心
軽
百
万
資
｣
と
あ
る
｡

天
宝
八
載

(七
四
九

)
の
作
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

④

高

適
｢

答
侯
少
府
｣

詩

(⑥
詩
)

に
'
｢
常

日
好
読

書
'
晩
年
学
垂
論
｣
と
あ
る
｡
天
宝
十
載

(七
五
一
)
の
作
｡
た
だ
し
'
引

用
部
分

は
'
天
宝
八
載
当
時
の
こ
と
を
指
す

〔垂
給
と
は
'
釣
り
糸
を
垂
ら
す
意
で
'
仕
官
で
き
ず
に
隠
棲
す
る
態
度
の
比
喰
〕｡

(
周
説
の
論
証
)

①
の

｢
四
十
猶
衆
蛍
｣
を
'
も
し
実
数
に
と
れ
ば
'
逆
算
し
て
七

〇
六
年
生
ま
れ
と
な
る
が
'
③
④
の
詩
句
と
合
わ
な
い

〔③
の
七
四
九

年
当
時
'
高
適
は
四
十
四
歳
と
な
り
'
こ
れ
で
は

｢
五
十
無
産
業
｣
と
い
え
な
い
｡
ま
た
'
四
十
四
歳
で
は
'
｢晩
年
｣

(④
の
詩
句
)
と
も
い
え
な
い
｡

周
勲
初
は
'

｢晩
年
｣
と
は
半
百

(
五
十
歳
)
以
上
を
指
す
と
す
る
〕｡

③
の

｢
五
十
無
産
業
｣
の

｢
五
十
｣
を
虚
数

(事
実
で
は
な
い
数
字
)
と
見
な
せ
ば
'
②
と
④
の
詩
句
に
支
障
が
生
ず
る
｡

も

し

そ

の

｢
五
十
｣
が
五
十
歳
の
前
を
指
す
な
ら
ば
'
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
人
は

｢
晩
年
｣
と
自
称
す
る
は
ず
は
な
-
'
④
の
詩
句
と
-
い
違
う
｡
も

し

｢
五
十
｣
を
実
数
と
定
め
'

｢
四
十
｣
を
虚
数
と
見
な
せ
ば
'
①
②
④
の
詩
句
も
み
な
通
じ
'
他
の
材
料
の
問
題
も
容
易
に
解
決
で
き

る
｡
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
逆
算
す
れ
ば
'
七

〇
〇
年
生
ま
れ
と
な
る

〔
こ
の
生
年
説
に
よ
れ
ば
'
①
の
と
き
'
四
十
七
歳
で

｢
四
十
猶
宋
蛍
｣
と

い
え
る
L
t
ま
た
②
の
七
四
九
年
'
五
十
歳
の
と
き
の
詩
句

｢年
過
四
十
尚
娼
耕
｣
や
'
④
の
同
年
の
こ
と
を
指
す

｢晩
年
｣
の
言
葉
と
も
か
な
う
｡
④
の

場
合
'
ど
う
に
か
半
百
に
達
し
'

｢晩
年
｣
と
自
称
す
る
資
格
が
生
じ
た
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
〕｡

こ
の
周
説
は
'
論
拠
の
資
料
に
な
る
四
詩
句
を
ど
う
に
か
満
た
す
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
問
題
が
全
-
な
い
わ
け
で
は

な

な
い
｡
た
と
え
ば
'
②
の

｢
年
は
四
十
を
過
ぎ
て
尚

は
窮
耕
す
｣
の
表
現
は
'
詳
し
い
説
明
が
な
い
か
ぎ
り
'
五
十
歳
の
と
き
の
言
葉
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

(た
だ
し
'
こ
の
弱
点
は
'
後
述
の
諸
派
非
ら
の
補
足
説
明
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
る
)0

ヽ
ヽ

ち
な
み
に
'
講
優
学
の

｢
高
適
行
年
考
｣

(『唐
詩
人
行
年
考
』)
で
は
'
①
に
対
し
て
'
四
十
七
歳
で
は
'
当
然
'

｢
五
十
猶
来
賓
｣
と
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ヽ
ヽ

い
う
べ
き
で
あ
り
'

｢
四
十
猶
究
蛍
｣
と
は
い
え
な
い
と
考
え
て
'

｢
四
十
｣
を
実
数
を
見
な
す
｡
し
か
し
'
七

〇
七
年
生
ま
れ
を
支
持

す
る
讃
優
学
の
説
で
は
'
㊤
詩
の
制
作
時
代
'
高
適
は
四
十
三
歳
で
あ
り
'

｢
五
十
無
産
業
｣
の
表
現
と
大
き
-
-
い
違
う
｡
讃
優
学
自

身
は
'
こ
の
弱
点
に
対
し
て
'
高
適
と
の
交
遊
関
係
の
浅
い
李
情
は
'
彼
の
年
齢
を
よ
-
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
釈
明
す
る
が
'
自
説
に

1

都
合
の
よ
い
よ
う
に
解
釈
す
る
'
あ
る
種
の
盗
意
性
が
感
じ
ら
れ
'
説
得
力
に
欠
け
る-
.
高
適
の
生
年
を
確
定
し
う
る
決
定
的
な
資
料
の

な
い
現
時
点
で
は
'
生
年
に
関
す
る
諸
資
料
を
入
念
に
検
討
し
て
'
で
き
る
限
り
矛
盾
の
生
じ
な
い
生
年
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
た

だ
周
説
に
あ

っ
て
も
'
五
十
歳
な
ら
晩
年
と
自
称
で
き
'
四
十
九
歳

(以
下
)
な
ら
不
可
能
と
す
る
議
論
は
'
や
や
強
弁
の
印
象
を
与
え

よ

う

｡

S

粛
源
非

･
余
正
松

｢
高
適
｣

(呂
慧
鵡
ら
編

『中
国
歴
代
著
名
文
学
家
評
伝
』
第
二
巻

所
収
)
で
は
'
こ
の
周
説
を
支
持
す
る
と
同
時
に
'
以

下
の
三
点

(⑤
⑥
⑦
)
を
あ
げ
て
論
拠
の
不
足
を
補
強
す
る
｡

⑤

高
適
の

｢
別
葦
参
軍
｣
詩
に
'

｢
二
十
解
書
剣
'
西
遊
長
安
城
｣
と
あ
る
｡
し
か
し
'
〔上
害
し
て
天
子
に
謁
見
す
る
〕
願
い
は
か
な
わ

ず
'
以
後
長
-
隠
棲
し
て
'
天
宝
八
載

(七
四
九
)
の
と
き
'
初
め
て
仕
官
し
た
｡
高
適
は
晩
年
､

｢
人
目
寄
杜
二
拾
遺

〔甫
〕｣
詩
の
な

か
で
'
こ
の
隠
棲

〔無
官
〕
時
代
を
回
顧
し
て
'
｢
一
臥
東
山
三
十
春
｣
と
歌
う
｡
つ
ま
り
'
高
適
は
二
十
歳
の
と
き
初
め
て
入
京
L
t

そ
の
後
'

｢
三
十
春
｣
の
隠
棲
生
活
を
経
て
'
天
宝
八
載
の
仕
官
時
に
は
'
高
適
は
ち
ょ
う
ど
年
齢
が
五
十
歳
で
あ
る
｡
こ
れ
は
'
李

頑
の

｢
五
十
無
産
業
｣
の
句

(◎
詩
)
と
た
い
そ
う
か
な
う
｡
¶皿

⑥

高
適
の
七

〇
二
年
生
ま
れ

(同
書
に
よ
れ
ば
'
高
文

｢試
論
高
轡

の
説
)
や
'
そ
れ
以
後
に
生
ま
れ
た
と
す
る
諸
説
は
'
ほ
と
ん
ど
み

な
'
天
宝
八
載

(七
四
九
)'
封
丘
の
尉
に
赴
任
す
る
さ
い
の
高
適
の
詩
句
-

｢
年
過
四
十
尚
窮
耕
｣
(⑤
詩
)
を
'
高
適
が
ち
ょ
う
ど

四
十
歳
を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
の
作
t
と
考
え
て
'
そ
の
生
年
を
逆
算
し
た
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
そ
の
詩
の
な
か
ほ
ど
に
い
う

〔韻
字
を
区
別
す
る
記
号
は
'
引
用
者
の
注
〕｡
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寒
蹟
提
舵
寛
不
成

長
歌
達
者
杯
中
物●

事
逢
明
聖
多
招
隠◎

此
時
亦
得
辞
漁
樵

〇

年
過
四
十
尚
窮
耕○

大
笑
前
人
身
後
名●

高
山
大
沢
徴
求
尽◎

青
袖
裏
身
荷
聖
朝

前
の
四
句
は
'
明
ら
か
に
長
期
間
の
不
遇
生
活
を
回
想
し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
の
〟
時
間
性
″

は
か
な
り
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
｡
後

の
四
句
は
'
詩
意
と
脚
韻
の
転
換
に
つ
れ
て
'
は
じ
め
て
封
丘
の
尉
を
授
か
っ
た
時
期

〔天
宝
八
載
〕
に
迫
る
｡
し
た
が

っ
て
'

｢
年
は

四
十
を
過
ぐ
｣
と

｢
此
の
時
｣
(天
宝
八
載
)
と
は
'
相
異
な
る
二
つ
の
時
間
観
念
で
あ
る
｡

4

⑦

七

〇
六
年
生
年
説

(影
蘭

｢高
適
系
年
考
証
｣)
は
'
｢
四
十
猶
来
賓
｣
(④
詩
)
の

｢
四
十
｣
を
実
数
と
し
て
生
年
を
逆
算
し
た
も
の
で

あ
る

〔た
だ
し
'
彰
蘭
は
'
④
詩
を
天
宝
五
載
で
は
な
く
'
同
四
載
の
作
と
す
る
〕｡

し
か
し
､

こ
の
生
年
説
で
は
､
天
宝
八
載

(七
四
九
)
の

仕
官
時
に
は
四
十
四
歳
に
す
ぎ
ず
'
李
層
の

｢
五
十
無
産
業
｣

(㊤
詩
)
と
大
き
-
-
い
違
う
｡
ま
た
'
高
適
の

｢
一
臥
東
山
三
十
春
｣

〔前
掲
の
論
拠
補
足
⑤
参
照
〕
の
数
字
と
も
隔
絶
す
る

〔影
蘭
説
で
は
､
無
官
隠
棲
期
間
が
二
十
四
年
間
で
あ
り
'
｢
三
十
春
｣
の
表
現
と
大
き
く
異

な
る
〕｡
つ
ま
り
'

｢
四
十
猶
来
賓
｣
詩
の

｢
四
十
｣
は
'
成
数

〔ま
と
ま
っ
た
数
字
〕
を
あ
げ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
'

〔生
年
を
推

測
す
る
'
最
も
信
橘
心性
の
あ
る
論
拠
に
は
な
ら
な
い
〕
｡

こ
の
請

･
余
の
説
は
'
周
説
を
充
分
補
足
し
て
'
七

〇
〇
年
生
年
説
を
よ
り
説
得
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
'
李
層

詩

(｢
五
十
無
産
業
｣)
の
数
字
は
'
高
遠
の
詩
句

(｢入
日
寄
杜
二
拾
遺
｣)
と
も
合
致
す
る
｡
し
た
が

っ
て
'
李
層
の
詩
は
拠
る
に
足
ら
な
い

と
述
べ
た
諾
優
学
の
説
は
'
ほ
と
ん
ど
誤
り
と
い
っ
て
よ
い
｡

た
だ
李
層
の

｢
五
十
無
産
業
'
心
軽
百
万
資
｣
は
'
高
適
の
澗
達
豪
爽
さ
を
は
め
た
た
え
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
た
め
'
高
適
の
実
際
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年
齢
は
五
十
よ
り
少
し
下
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
説
も
あ
る

(左
云
震

『高
適
伝
論
』'
人
民
文
学
出
版
社
'
一
九
八
五
年
)｡
こ
の
意
味
で
は
'

後
述
の
孫
欽
善
の
七
〇
一
年
生
年
説
で
は
'
当
時
'
四
十
九
歳
と
な
り
'
注
目
さ
れ
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
も

や

や
主
観
的
な
問
題
に
属

し
'
五
十
歳
で
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
｡

続
い
て
'
孫
欽
善
の

｢
高
適
年
譜
｣
(上
海
古
語
出
版
社
刊

『高
適
集
校
注
』'
一
九
八
四
年
所
収
)
に
み
え
る
｢
七
〇
一
年
生
年
｣
説
の
論
証

を
見
て
み
た
い
｡
こ
れ
は
'
周
説
よ
り

一
年
遅
い
生
ま
れ
で
あ
る
｡

高
適

｢
別
葦
参
軍
｣
詩
に
'
｢
二
十
解
書
剣
'
西
遊
長
安
城
｡
-
-

白
壁
皆
言
腸
近
臣
'
布
衣
不
得
千
明
主
｡
帰
来
洛
陽
無
負
郭
'

東
過
梁
宋
非
吾
土
｣
と
あ
る

〔千
は
干
謁
'負
郭
は
都
市
近
郊
の
良
田
'蘇
秦
の
故
事
に
ょ
る
｡
梁
･
宋
は
今
の
河
南
省
の
地
名
〕｡
つ
ま
り
'
高
適

は
二
十
歳
の
と
き
'
都
長
安
に
遊
ん
だ
が
'
志
を
得
ず
に
帰
り
'
梁

･
宋
の
地
に
仮
寓
し
た
｡
ま
た
'
高
適
の

｢
鞍
上
酬
醇
三
拠
'
兼

寄
郭
少
府
｣
詩
に
'

｢
自
従
別
京
華
'
我
心
乃
蒲
索
O
十
年
守
章
句
'
万
事
空
家
落
｡
北
上
登
前
門
'
荘
荘
見
沙
漠
｣
と
あ
る
の
に
よ

け
い

も
ん

れ
ば
'
長
安
を
離
れ
た
の
ち
'
北
の
前

門

〔幽
薪
の
地
'
北
京
'
河
北
省
北
部
周
辺
〕
に
遊
ぶ
ま
で
の
期
間
は
約
十
年
間
で
あ
る
｡
高
適
の

｢魯
郡
途
中
遇
徐
十
八
録
事
｣
詩
の

｢
弱
冠
負
高
節
'
十
年
思
自
強
｣
も
'
こ
の
経
歴
を
い
う

〔弱
冠
は
二
十
歳
〕｡
ま
た
'
高
適
の
｢
途

中
酬
李
少
府
贈
別
之
作
｣
詩
に
'

｢
余
亦
憶
所
従
'
漁
樵
十
二
年
｡
種
瓜
漆
園
裏
'
聖
井
底
門
辺
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
'
梁

･
宋
の
地

に
仮
寓
し
た
こ
ろ
を
回
想
し
た
言
葉
で
あ
り

〔漆
園
･
慮
門
は
'
梁
･
宋
の
地
名
〕'
仮
寓
し
た
期
間
が

〔十
年
で
は
な
-
て
〕'
じ

つ
は
十

二
年
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
え
る
｡
高
適
が
前
門
に
遊
ん
だ
の
は
'
開
元
二
十
午

(七
二
二
)
に
始
ま
る
｡
〔入
京
時
の
〕
二
十
歳
に
'
さ

ら
に
十
二
年

〔無
官
隠
棲
時
代
〕
を
加
え
る
と
'
開
元
二
十
年
当
時
'
高
適
は
三
十
二
歳
で
あ
る
｡
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
逆
算
す
れ
ば
'

七

〇
一
年
生
ま
れ
と
な
る
｡

(
孫
欽
善
自
身
に
よ
る
七

〇
一
年
生
ま
れ
の
傍
証
)
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①

天
宝
五
載
作
の

｢
四
十
猶
衆
蛍
｣

(④
詩
)
の
場
合
'
四
十
六
歳
で
あ
る
｡
こ
れ
は
成
数
で
表
現
し
た
も
の
｡

②

天
宝
八
載
作
の

｢年
過
四
十
尚
窮
耕
｣

(⑤
詩
)
の
場
合
'
四
十
九
歳
で
あ
り
'

｢
年
は
四
十
を
過
ぐ
｣
と
称
し
て
も
よ
い
｡

③

同
年
作
の
李
屑
の

｢
五
十
無
産
業
｣

(㊤
詩
)
の
場
合
'
四
十
九
歳
を
成
数
の

｢
五
十
｣
で
表
現
し
た
と
見
な
し
て
よ
い
｡

④

天
宝
九
載

(七
五
〇
)
作
の
高
適

｢
酬
秘
書

〔郎
〕
弟
'
兼
寄
幕
下
諸
公
｣
詩
の
序
に
'

｢
司
業
張
侯
へ
周
旋
道
立
'
僅
三
十
載
｣
と

あ
る

〔周
旋
は
交
遊
'
僕
は
近
の
意
〕｡
開
元
八
年

(七
二
〇
)'
長
安
に
遊
ん
で
知
り
あ

っ
て
以
来
'
天
宝
九
載
に
到
る
ま
で
'
ち
ょ
う
ど

｢
三
十
載
｣
で
あ
る
O

⑤

高
適
の

｢
入
日
寄
杜
二
拾
遺
｣
詩
に
は
'
長
安
か
ら
帰

っ
て
の
ち
'
天
宝
八
我
に
仕
官
す
る
以
前
の
無
官
隠
棲
期
間
を
'

｢
一
臥
東

山
三
十
春
｣
と
い
う
｡
こ
の
三
十
年
は
'
た
ぶ
ん

｢
二
十
九
年
｣
の
成
数
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

孫
説
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
指
摘
は
'
長
安
か
ら
帰

っ
て
の
ち
'
北
の
部
門
に
遊
ぶ
ま
で
の
期
間
を

｢
十
二
年
｣
で
あ
る
と
見
な
し
た

点
で
あ
る
｡
た
だ
問
題
と
な
る
の
は
'
高
遠
の
最
切
の
北
遊
を
開
元
二
十
年

(七
三
二
)
に
断
定
し
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
｡
高
適
の

｢
信

安
王

〔李
緯
〕
幕
府
詩
｣
の

｢
開
元
二
十
年
'
云
々
｣
の
序
や
'
詩
中
の
内
容
か
ら
'
少
な
-
と
も
開
元
二
十
年
春

(三
月
ご
ろ
)
に
は
'

高
適
は
北
の
幽
州
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡
し
か
し
'
高
適
が
同
年
初
め
て
北
遊
し
た
か
ど
う
か
は
'
現
時
点
で
は
確
定
し
に
-
い
の

5

が
実
態
で
あ
る
｡
彰
蘭

･
讃
優
学

･
劉
開
揚

(『高
遠
詩
集
編
年
築
詠
』
に
収
め
る
｢高
適
年
譜
｣)
な
ど
は
'
開
元
十
九
年
に
北
遊
し
た
と
考

え
'
な
か
で
も
讃
優
学
は
'
開
元
十
八
年
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
｡
周
勲
初
は
開
元
十
八
年
と
す
る
｡
こ
う
し
た
諸
説
の
生
ず
る
原
因
の

一
つ
は
'
高
適
の
北
遊
の
理
由
を
'
信
安
王
の
契
丹
征
伐

(開
元
二
十
年
正
月
に
出
征
L
へ
同
年
三
月
凱
旋
)
へ
の
参
加
に
求
め
る
か
'
あ
る

い
は
'
す
で
に
滞
在
し
て
い
た
燕
の
地
で
信
安
王
の
出
征
を
聞
い
て
'
そ
の
幕
府

へ
の
参
加
を
求
め
た
と
考
え
る
べ
き
か
に
か
か
わ
る
よ

う
で
あ
る
｡
し
か
し
'
現
在
の
と
こ
ろ
'
そ
れ
を
判
定
し
う
る
資
料
に
乏
し
い
｡
こ
れ
は
ま
た
'
孫
欽
善
説
の
弱
点
で
あ
り
'
前
掲
の
開
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元
十
九
年
北
遊
説
に
た
て
ば
､
そ
の
結
論
は
七
〇
〇
年
生
ま
れ
の
周
勲
初
ら
の
説
と
重
な
り
あ
-
こ
と
に
な
る
｡
要
す
る
に
'
現
時
点
で

は
'
七
〇
〇
年
､
も
し
-
は
七
〇
一
年
生
ま
れ
の
両
説
を
併
記
し
て
'
将
来
の
研
究
の
進
展
に
期
待
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

周

･
孫
の
両
説
と
も
'
生
年
を
探
る
重
要
な
論
拠
は
'
天
宝
八
載

(七
四
九
)'
高
適
が
宋
州
刺
史
張
九
重

(張
九
齢
の
弟
)
の
推
薦
に
よ

㈱

っ
て
有
道
科

(制
挙
の
一
種
)
に
及
第
L
t
す
ぐ
さ
ま
封
丘
の
尉
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
宋
州
刺
史
張
九
重
の
推
挙
は
'
新
旧

『
唐

書
』
高
適
伝
に
記
さ
れ
'
ま
た
敦
煙
発
見
の

『
高
適
詩
集
』
の
残
巻
内
に
あ

っ
た

｢
奉
寄
平
原
顔
太
守

〔真
卿
〕｣
詩
の
序
に
も
'

今
'
南
海
太
守
張
公

〔九
皐
〕
之
牧
梁
也
'

亦
謬
以
僕
為
才
'
遂
奏
所
製
詩
集
於
明
主

〔玄
宗
〕｡

と
あ

っ
て
'
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
｡

｢
梁
に
牧
た
り
｣
と
は
'
椎
陽
太
守

(
=
宋
州
刺
史
)
就
任
を
意
味
す
る
｡

天
宝
八
載
の
有
道
科
及
第
は
'
『郡
斎
読
書
志
』
巻
四
上
'
高
適
集
の
条
に
見
え
る

(『登
科
記
考
』
巻
九
も
同
じ
)｡
し
か
も
天
宝
八
載
当

時
'
張
九
重
が
宋
州
刺
史
で
あ

っ
た
こ
と
は
'
斎
折
の

｢
張
公

〔張
九
皐
〕
神
道
碑
｣

(略
称
｡

『全
唐
文
』
巻
三
五
五
)
に
よ
っ
て
充
分
推

定
可
能
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
同
年
の
盛
夏
'
入
京
し
て
有
道
科
を
受
験
し
'
十
日
も
た
た
な
い
う
ち
に
封
丘
の
尉
を
授
け

ら

れ

た
経
緯

㈹

8

は
'
高
適
の

｢
謝
封
丘
県
尉
表
｣
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

(高
適
の

｢答
侯
少
㈲
｣
詩
も
参
照
)｡
譜
優
学
は
'
高
適
の

｢
謝
上
彰
州
刺
史

表
｣
(七
五
九
年
作
)
に
よ
っ
て
も
'
封
丘
の
尉
就
任
が
天
宝
八
載
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
う
る
と
す
る
｡
な
お
詳
し
-
は
'
停
改
宗

｢
高

適
年
譜
中
的
幾
個
問
題
｣

(『唐
代
詩
人
叢
考
』)
を
は
じ
め
と
し
て
'
孫
欽
善

･
劉
開
揚

･
讃
優
学
の
説
参
照
｡

高
適
の
生
年
推
測
の
論
拠
資
料
に
は
'
す
で
に
述
べ
た
ご
と
-
'
こ
の
天
宝
八
載
の
有
道
科
及
第
と
封
丘
の
尉
就
任

(初
め
て
の
任
官
)

と
関
連
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
の
事
跡
を
誤
る
と
'
そ
の
生
年
の
逆
算
は
少
し
ず
つ
狂
う
こ
と
に
な
る
｡
た
と

え
ば
'
彰
蘭
の
場
合
'
粛
折
の

｢
張
公
神
道
碑
｣
を
見
な
か
っ
た
た
め
に
'
張
九
重
の
宋
州
在
任
期
間
を
開
元
二
十
三
年

ご

ろ

に
見
誤

り
'
有
道
科
の
及
第
を
天
宝
八
我
と
す
る

『
郡
斎
読
書
志
』
の
説
を
誤
り
と
す
る
0

9

七
〇
六
年
生
ま
れ
を
唱
え
る
彰
蘭
説
の
論
拠
は
'
高
適
の

｢
四
十
猶
来
賓
｣
の
詩
句
で
あ
る

(3
:請
)
｡
し
か
し
'
そ
の
誤
り
は
'
す
で
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に
斎

･
余
説
の
⑦
の
条
で
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
｡
し
か
も
'
論
拠
の

｢
四
十
猶
衆
蛍
｣
は
'

｢
一
生
徒
羨
魚
｣
と
対
句
を
形
成
す

つい

る
｡
し
た
が

っ
て
'

｢
一
生
｣
と
対
を
な
す

｢
四
十
｣
も
'
実
数
と
は
捉
え
が
た
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
ろ
う

(停
韮
環
の
説
).

こ
の
意
味

で
は
'
讃
優
学
も
同
様
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
｡

ち
な
み
に
'
王
達
津
の

｢
詩
人
高
遠
生
平
系
詩
｣
(『唐
詩
叢
考
』)
に
み
え
る

｢
六
九
八
年
生
年
｣
説
は
'
天
宝
八
載
の
有
道
科
及
第
に

と
も
な
う
封
丘
の
尉
就
任
時
を
'
開
元
二
十
三
年

(七
三
五
)
に
誤

っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
結
果
で
あ
り
'
今
日
で
は
全
-
否
定
さ
れ
て
い

る
｡と

こ
ろ
で
､
譜
優
学
の
七

〇
七
年
説
は
'
じ
つ
は
劉
開
揚
が

一
九
五
七
年
三
月
二
十
四
日
の

｢
光
明
日
報
｣
文
学
遺
産
の
欄
に
発
表
し

た

｢
試
論
高
適
的
詩
｣
に
も
と
づ
-

(
の
ち
'
『唐
詩
研
究
論
文
集
』
に
再
録
)｡
そ
の
さ
い
'
劉
開
揚
が
生
年
を
推
測
す
る
論
拠
と
し
た

の

は
'
高
適

｢
重
陽
｣
詩
の

｢
百
年
将
半
仕
三
己
｣
の
句
で
あ
る
｡
し
か
し
'
こ
の
詩
は
'
宋
の
程
倶

『
北
山
小
集
』
巻
九
に
収
め
る

｢
九

細

目
写
懐
｣
詩
で
あ

っ
た
｡
こ
の
偽
作
問
題
は
'
す
で
に

『
四
庫
提
要
』
巻

一
四
九
'
高
常
侍
集
の
条
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
の
ち
に
'
劉

開
揚
自
身
'
こ
の
誤
り
に
気
づ
い
て
'
七

〇
七
年
生
年
説
を
撤
回
L
t
七

〇
四
年
生
ま
れ
と
す
る

(後
述
)0

も

っ
と
も
'
讃
優
学
の
七

〇
七
年
説
は
､
劉
開
揚
の
旧
説
に
の
み
依
拠
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
そ
の
論
拠
の
一
端
は
'
す
で
に
論

評
を
加
え
た
が
'
ま
た
次
の
よ
う
に
も
い
う
｡

乾
元
二
年

(七
五
八
)
に
成
る
杜
甫
の

｢
寄
高
三
十
五

〔適
〕
農
事
｣
詩
に
､

｢
相
看
過
半
盲
'
不
寄

一
行
書
｣
と
あ
る
｡
当
時
､
高

適
は
五
十
二
歳
で
あ
る
の
で
'

｢
半
盲
(五
十
歳
)
を
過
ぐ
｣
と
あ
う
｡
七

〇
〇
年
説
で
は
'
五
十
八
歳
で
あ
り
'

｢
過
半
百
｣
の
語
は

不
適
切
で
あ
る
｡
杜
詩
の
な
か
で
は
'
こ
う
し
た
お
お
ざ

っ
ぱ
な
表
現
は
し
な
い
は
ず
で
あ
る
｡

こ
の
箇
所
だ
け
を
読
め
ば
'
講
説
も
説
得
力
が
あ
る
.
し
か
し
'
讃
優
学
は
､
高
適
の

｢
入
日
寄
杜
二
拾
遺
｣
詩
の

｢
1
臥
東
山
三
十
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春
｣
な
ど
を
見
落
し
'
七
〇
七
年
説
に
あ
わ
な
い
李
層
の

｢
五
十
無
産
業
｣
の
句
は
'
交
遊
の
浅
い
友
人
の
発
言
で
あ
る
の
で
信
頼
で
き

な
い
と
す
る
な
ど
'
立
論
自
体
に
か
な
り
無
理
が
あ
る
｡
今
日
'
天
宝
八
載
の
封
丘
尉
就
任
時
の
高
遠
の
年
齢
が
五
十
歳
ご
ろ
で
あ
る
こ

と
は
動
か
ず
'
当
時
'
四
十
三
歳
と
す
る
講
説
は
や
は
り
誤
り
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
劉
開
揚
の
七
〇
四
年
生
年
説
)

劉
開
揚
の

｢
高
適
年
譜
｣
(『高
適
詩
集
編
年
等
註
』
所
収
)
に
見
え
る
七
〇
四
年
説
の
論
拠
は
'
以
下
の
三
点
で
あ
る
｡

①

天
宝
八
載

(七
四
九
)
の
詩
に
'

｢
年
過
四
十
尚
窮
耕
｣

(⑤
詩
)
と
あ
る
｡
当
時
'
高
適
は
四
十
余
歳
で
あ

っ
た
｡

㊥

同
年
作
の
李
頓
の
詩
に
'

｢
五
十
無
産
業
｣

(㊤
詩
)
と
あ
り
'
五
十
歳
に
近
い
｡

;二,也

i)杜甫
の

｢
王

〔拾
〕
寛
携
酒
'
高

〔適
〕
亦
同
過
'
共
用
寒
字
｣
詩
の
原
注
に
'

｢
高

〔適
〕
毎
云
'

『汝

〔杜
甫
を
指
す
〕
年
幾

小
'

且
不
必
中
於
我
』
｡
故
此
句

〔詩
中
の
｢頭
目
恐
風
寒
｣
の
語
〕
戯
之
｣
と
あ
る
｡
も
し
天
宝
八
載

(七
四
九
)
に
四
十
八
歳

〔七
〇
二
年
生

ま
れ
〕
な
ら
ば
'
〔七
一
二
年
に
生
ま
れ
た
〕
杜
甫
よ
り
も
十
歳
年
長
で
あ
り
'
杜
甫
に
対
す
る
高
適
の
言
葉
に
あ
わ
な
い
｡
当
時
'
高
遠

が
四
十
八
歳
だ
と
す
れ
ば
'
杜
甫
よ
り
八
歳
年
長
と
な
り
'
①
㊥
G
)と
も
に
通
じ
る
O

こ
の
劉
開
揚
説
で
は
'
杜
詩
を
論
拠
資
料
と
す
る
点
が
新
し
い
｡
し
か
し
'
そ
の
原
注
の
理
解
の
し
か
た
に
お
い
て
'
高
適
と
杜
甫
の

年
齢
差
が
'
十
歳
は
だ
め
､
八
歳
は
よ
い
t
と
す
る
点
は
'
か
な
り
慈
意
的
な
捉
え
方
で
あ
り
'
説
得
力
に
や
や
欠
け
る
.
七
〇
〇
年
生

ま
れ
を
唱
え
る
周
勲
初
は
'
こ
の
杜
詩
注
の
高
遠
の
言
葉
に
対
し
て
'
次
の
ご
と
-
い
う
｡

当
時

〔上
元
二
年
〕'
高
遠
は
す
で
に
六
十
二
歳
で
あ
り
'
十
二
歳
年
下
の
杜
甫
も
'
す
で
に
五
十
歳
で
あ
る
｡
高
適
は
平
素
か
ら
壮

健
で
あ
り
'
杜
甫
の

｢
送
高
三
十
五
書
記
｣
詩
に
'
｢
高
生
跨
鞍
馬
'
有
似
幽

〔州
〕
井

〔州
〕
児
｣
と
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'
杜
甫
は
本

年
前
後
'
す
で
に

一
度
な
ら
ず

｢
老
｣
を
い
う
｡
そ
れ
で
高
適
が

｢
不
必
中
於
我
｣
と
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
こ
こ
に
は
'
互
い
に
言
葉
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他

で
か
ら
か
い
ふ
ざ
け
る
気
持
が
あ

る
｡

二
人
の
年
齢
差
が
十
歳
以
上
'
離
れ
て
い
て
も
'
別
に
さ
し
つ
か
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
｡
劉
開
揚
説
の
場
合
'
李
屑
の
｢
五
十
無
産
業
｣

を
四
十
六
歳
に
ま
で
下
げ
'
ま
た
'
長
安
か
ら
離
れ
た
以
後
の
無
官
時
代
約
三
十
年
を
二
十
六
年
間
と
す
る
こ
と
に
も
な
り
'
い
さ
さ
か

矛
盾
が
生
じ
よ
う
｡

結
局
の
と
こ
ろ
'
現
時
点
で
は
'
七

〇
〇
年
'
も
し
く
は
七
〇
一
年
生
ま
れ
と
す
る
周
勲
初

･
孫
欽
善
ら
の
説
が
'
論
拠

･
傍
証
の
多
的

様
さ

･
綿
密
さ
と
い
う
点
で
'
最
も
説
得
力
を
も
つ
と
い
え
よ
う
｡
ち
な
み
に
'
聞

一
多

｢
唐
詩
大
系
｣
は
'

｢
七
〇
二
?
｣
と
す

る
｡

〔備

考
〕

蕪
振
念

｢高
適
年
譜
新
編
｣
(中
国
文
化
大
学
中
国
文
学
研
究
所
碩
士
論
文

『高
適
詩
研
究
』'

一
九
八
一
年
所
収
)
に
み
え
る
七

〇
六
年
生
年
説

の
論
拠
は
'
彰
蘭
の
そ
れ
と
全
-
同
じ
で
あ
り
'
し
た
が

っ
て
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
｡

ま
た
'
配
廷
強

｢
高
適
年
譜
｣
(中
華
叢
書
編
審
委
員
会
刊

『高
常
侍
詩
校
注
』､

一
九
六
五
年
)
は
'
陶
重
華

(名
は
光
)
の
説
に
し
た
が

っ

て
'
七

〇
七
年
生
ま
れ
と
す
る
｡
七
〇
七
年
生
年
説
で
は
'
結
果
的
に
講
優
学
の
説
と
同
じ
く
な
り
'
そ
の
誤
り
は
明
白
と
い
え
よ
う
｡

し
か
し
'
こ
の
院
廷
瑞
説
は
'
か
つ
て
吉
川
幸
次
郎

『
杜
甫
詩
注
』
(筑
摩
書
房
)
な
ど
で
参
照
さ
れ
た
代
表
的
な
旧
説
な
の
で
'
い
ち
お

う
そ
の
論
拠
を
検
討
し
て
お
き
た
い
｡

①

高
適
の

｢
酬
秘
書
弟
'
兼
寄
幕
下
諸
公
｣
詩
の
序
に
'
｢
乙
亥
歳
'
〔高
〕
通
徹
詣
長
安
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
は
'
天
宝
六
載

(丁
亥
)'

袷

詔
し
て
天
下
の
一
芸
に
通
ず
る
者
を
徴

し
て
'
都
で
受
験
さ
せ
た
こ
と
と
関
連
L
t
序
の

｢
乙
亥
｣
と
は

｢
丁
亥
｣
の
誤

り

で
あ
ろ

う
｡
高
適
は
'
こ
の
後
t
は
ど
な
-
封
丘
の
尉
と
な

っ
た
｡

②

同
じ
詩
の
序
に
'

｢
司
業
張
侯
'
周
旋
追
走
'
僅
三
十
載
｣
と
あ
り
'
ま
た
'
詩
中
に

｢
相
思
三
十
年
'
憶
昨
猶
児
童
｣
と
あ
る
｡

(
陶
重
華
(阪
廷
稔
)
の
結
論
)
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②
の
表
現
'
お
よ
び
'
四
十
す
ぎ
に
徴
さ
れ
て
仕
官
し
た
こ
と

〔前
述
の
⑤
詩
な
ど
参
照
〕
を
勘
案
し
て
'
仮
り
に
天
宝
六
載

(七
四
七
)

を
四
十

一
歳
に
定
め
る
と
'
三
十
年
前
は

〔十
歳
ご
ろ
と
な
り
〕
'
児
童
の
交
遊
を
な
し
え
る
｡

封
丘
の
尉
就
任
を
天
宝
六
我
と
す
る
の
は
'

｢
天
宝
八
載
｣
の
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る

(既
述
)
｡
天
宝
六
我
の
制
科
で
は
､
全
く
及
第

者
が
出
な
か

っ
た
こ
と
は
'
元
結
｢
愉
友
｣
(『全
唐
文
』
巻
三
八
三
)
や

『
資
治
通
鑑
』
巻
二

一
五
㌧
天
宝
六
我
の
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
｡

も

っ
と
も
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
同
じ
-
天
宝
六
我
の
封
丘
の
尉
就
任
を
唱
え
る
彰
蘭
の
ご
と
-
'
落
第
は
し
た
も
の
の
'
県
尉
に
任

ぜ
ら
れ
た
と
す
る
弁
明
も
あ
る
が
'
か
な
り
苦
し
い
解
釈
で
あ
る
｡
ま
た

｢
乙
亥
｣
を

｢
丁
亥
｣
の
誤
り
と
す
る
陶
重
華

〔院
廷
稔
〕
の
説

は
､
当
時
'
制
科
が

一
度
な
ら
ず
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
'
軽
率
な
判
断
と
い
え
よ
う
｡

要
す
る
に
'
彰
蘭

･
王
達
津

･
院
廷
稔

〔陶
重
華
〕
･
察
振
念
ら
の
説
は
'
い
ず
れ
も
高
適
の
生
年
を
探
る
う
え
で
〟

関
鍵
″

と
な
る
天

宝
八
我
の
有
道
科
及
第
と
封
丘
の
尉
就
任
を
適
切
に
把
握
で
き
な
か

っ
た
た
め
に
誤

っ
た
結
果
で
あ
り
'
現
在
で
は
'
ほ
と
ん
ど
依
拠
す

他

る
に
値
し
な
い
と
い
え
よ
う
｡

注

出
俸
旋
堤
は
'
李
頑
詩
こ
そ
'
高
遠
の
生
年
を
考
え
る
最
重
要
な
資
料
と
す
る
O

佃
山
東
教
育
出
版
社
'

1
九
八
三
年
.

刷
『開
封
師
院
学
報
』

l
九
六
〇
-
七
.
た
だ
し
'
筆
者
は
未
見
.

何
『文
史
』
三
輯

(
l
九
六
三
年
)
所
収
.

何
中
華
書
局
'

1
九
八
1
年
O

㈲
有
道
科
は
'
毎
年
'
春
に
行
わ
れ
る
常
科
よ
り
も
評
価
の
高
い
'
天
子
自
ら
主
宰
す
る

｢制
挙
｣

(制
科
)
の
一
種
で
あ
る
ら
し
い
｡
高
適
は
み

ず
か
ら

｢常
科
に
預
る
こ
と
を
恥
｣
じ
て
い
た
と
い
う

(『河
岳
英
霊
集
』
巻
上
)｡
受
験
が

｢
盛
夏
｣
で
あ
る
こ
と
も
'
制
挙
で
あ
る
こ
と
を
物
語

る
｡
有
道
科
の
先
例
と
し
て
は
'
李
白
が
萄
に
い
た
若
き
日
'
推
挙
さ
れ
た
が
'
辞
退
し
た
こ
と
が
思
い
お
こ
さ
れ
る
｡
寛
久
美
子

｢李
自
伝
｣
に

は
'

｢在
野
の
有
能

･
優
秀
な
人
材
を
各
地
方
官
が
推
薦
し
て
'
中
央
で
試
験
L
t
及
第
す
る
と
官
吏
に
登
用
し
た
｡
時
代
と
と
も

に
そ

の
内
容



180

(実
態
)
は
変
遷
し
た
ら
し
く

他
薦
の
こ
の
制
度
と
'
自
薦
を
た
て
ま
え
と
す
る
科
挙
試
が
形
を
と
と
の
え
つ
つ
併
存
し
た
唐
代
で
'
ど
の
程
度

そ
れ
が
実
質
的
な
内
容
を
も
っ
て
い
た
の
か
は
よ
-
わ
か
ら
な
い
｣
と
す
る

(『唐
代
の
詩
人
-
そ
の
伝
記
』)
｡
張
九
重
が
高
適
を
推
挙
す
る
と
き
'

そ
の
詩
集
を
献
上
し
て
い
た
こ
と
'
制
挙
に
及
第
し
な
が
ら
'
宰
相
李
林
甫
の
た
め
に
地
方
の
一
県
尉
の
地
位
し
か
与
え
ら
れ
ず
'
高
適
は
強
い
不

満
と
憤
り
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
'
劉
開
揚
の

｢
高
適
年
譜
｣
や
'
周
勲
初
の

『高
適
年
譜
』
参
照
｡
ま
た
制
挙
に
つ
い
て
は
'
停

尭
環

『唐
代
科
挙
与
文
学
』

(駅
西
人
民
出
版
社
'

一
九
八
六
年
)
参
照
｡

S

｢
臣
塾
業
無
取
'
謬
当
推
薦
'
自
天

〔皇
帝
の
比
愉
〕
有
命
'
追
赴
上
京

〔長
安
〕.
曽
未
決
旬
'
又
拝
臣
職
｣
と
あ
る
｡
｢決
旬
｣
は
満
十
日
の

意

｡

㈱

｢
詔
書
下
柴
門
'
天
命
敢
透
巡
｡
赫
赫
三
伏
日
'
十
日
到
成
秦

〔長
安
〕｡
褐
衣
不
待
見

〔皇
帝
〕'
黄
綬
翻
在
身
｣
と
あ
る
｡
黄
綬
は
'
県
尉
の

官
印
を
下
げ
る
黄
色
い
ひ
も
｡

佃

た
だ
し
'
彰
蘭
は
'
こ
の
詩
の
作
成
年
代
を
'
天
宝
五
載
で
は
な
く
'
同
四
我
の
作
と
す
る
｡
こ
れ
は
'
詩
題
の

｢
平
陰
亭
｣
を
'
杜
甫
の
詩
の

歴
下
亭

(｢陪
李
北
海

〔昌
〕
宴
歴
下
亭
｣
)
や
新
亭

(｢
同
李
太
守
登
歴
下
古
城
員
外
孫

〔李
之
芳
〕
新
亭
｣
と
同

一
視
し
て
'
銭
謙
益
の

｢
少
陵
先

生
年
譜
｣

(『杜
詩
銭
注
』
)
な
ど
を
参
照
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
杜
詩
の
二
事
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
で
あ
り
'
高
適
詩
の

｢
平

陰
亭
｣
は
'
杜
詩
の
亭
の
あ
る
済
州
歴
下

(済
南
)
の
西
南
約

一
四

〇
キ
ロ
の
東
平
郡
の
旧
地
名

｢
平
陰
｣
に
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る

(孫

欽
善

･
劉
開
揚

･
問
勲
初
)｡
ち
な
み
に
'
諾
優
学
は
影
蘭
の
説
に
近
く
'
平
陰
事
を
杜
詩
中
の
一
つ
と
す
る
が
'
詩
の
作
成
年
代
は
天
宝
五
我
と

す
る
｡
高
適
詩
の
作
成
年
代
を
天
宝
五
我
と
す
る
説
は
'
管
瑛

『李
白
詩
文
繋
年
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
ら
し
い
｡
も
っ
と
も
'
両
説
は
わ
ず
か

1

年
違
い
な
の
で
'
論
旨
の
展
開
に
は
'
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
な
い
｡

㈹
孫
欽
善

『高
適
集
校
注
』
や
劉
開
揚

『高
適
詩
集
編
年
葺
註
』
参
照
.

帥
劉
開
揚
は
'
影
印

『宋
本
杜
工
部
集
』
に

｢
小
｣
字
の
な
い
の
が
正
し
い
と
し
て
'

｢
小
｣
を
術
字
と
み
な
す
O

的
鈴
木
虎
雄

『杜
少
陵
詩
集
』
第
二
巻
に
は
'

｢
適
が
ふ
だ
ん
作
者

〔杜
甫
〕
を
年
よ
り
と
い
ひ
を
れ
る
に
よ
っ
て
'
作
考
か
こ
の
詩
に
於
て
適
を

老
な
り
と
い
ひ
て
た
は
ぶ
れ
し
な
り
｣
と
注
す
る
｡

拍

揚
殿
殉

｢
《
中
国
歴
代
年
譜
総
録
》
続
録
｣
に
よ
れ
ば
'
徐
無
間

｢
高
適
詩
文
系
年
稿
｣
(『
西
南
師
範
学
院
学
報
』
〔社
科
〕
1
九
八
〇
-
二
)
も
'

七
〇
二
生
と
す
る
ら
し
い
O
ま
た
樽
旋
堤
は
'
生
年
の
確
定
は
困
難
と
し
な
が
ら
も
'
七
〇
〇
～
七

〇
二
年
の
可
能
性
が
比
較
的
大
き
い
と
す
る
｡

掴
し
た
が

っ
て
'

｢
阪
廷
稔
の
説
は
'
ほ
ぼ
首
肯
で
き
る
｣
と
さ
れ
た
鈴
木
修
次

｢
高
適
と
杜
甫
｣

(
『唐
代
詩
人
論
』
高
通
論
'
講
談
社
学
術
文

庫
所
収
)
の
論
の
一
部
は
'
今
日
か
な
り
書
き
改
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ち
な
み
に
'
同
論
文
は
'
王
達
津

･
阪
廷
稔
の
二
説
を
参
照
し
て

論
を
展
開
し
て
い
る
｡
ま
た
'
同
書
に
'
｢徐
松
の

『
登
科
記
考
』
は
'
玄
宗
の
天
宝
8
年

(七
四
九
)'
高
適
が
進
士
に
及
第
し
た
こ
と
を
し
る
し



181

て
い
る
が
'
高
適
は
有
道
科
で
あ
っ
た
こ
と
史
書
に
明
文
が
あ
る
｣
と
い
う
0
こ
れ
は
誤
解
で
'
徐
松
も
や
は
り
有
道
科
と
す
る
O

※
弘
前
大
学
図
書
館
参
考
係
の
森
下
志
郎

･
板
垣
洋
子
両
氏
に
は
'
資
料
の
収
集
の
面
で
多
大
の
労
力
を
お
か
け
し
た
｡
こ
こ
に
紙
面
を

借
り
て
深
-
感
謝
し
た
い
｡




